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廃止措置作業の遂行には、長期間の工期と多額の費用を伴うため、作業の安全性を担保するこ

とを前提に、作業の効率性も考慮した最適な作業手順を策定することが重要となる。このため、

「ふげん」原子力発電所の設備・機器等の解体撤去工事における作業人工数や被ばく量等を管理

指標とし、最適な作業手順を選択するための検討を進めている。 
本報告書では、原子炉冷却材浄化系の熱交換器等を対象とした複数の作業手順を対象に、それ

ぞれの作業手順に応じた作業人工数や被ばく量等を評価するとともに、各評価項目に重み付けを

することにより最適なシナリオを選択する手法について検討した結果を報告する。 
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The implementation of the decommissioning work is accompanied by long-term period and 

considerable expense, so it is important that we make the most optimized work scenario in 
consideration of safety or the work and effectiveness. For this reason, we are studying 
selection method of the optimal work scenarios as a management index of the manpower and 
dose etc, in dismantling work for Fugen. 

In this report, results of a study show the method of selecting the best scenarios for the heat 
exchangers of the reactor coolant purification system by evaluating execution multiple work 
scenarios, as well as evaluating the manpower and dose, etc., moreover by setting the 
importance of each evaluation item. 
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1. 緒言 
 

廃止措置作業の遂行には、長期間の工期と多額の費用を伴うため、作業の安全性を担保するこ

とを前提に、作業の効率性も考慮した最適な手順（以下、「シナリオ」という。）を選択すること

が重要である。そのため最適シナリオの選択では、様々な視点から幾つかのシナリオを検討し、

シナリオの特性を評価した上で、最適なシナリオを明らかにしておくことが必要である。 
本検討では、設備・機器等を対象とした複数の解体撤去工事のシナリオから、最適と推定され

るシナリオを容易にかつ定量的に選択する手法を確立することを目的とする。 
具体的には、複数のシナリオにおける作業人工数及び被ばく量等のプロジェクト管理データを

評価し、このプロジェクト管理データを指標に最適なシナリオを選択する。 
一方、「ふげん」に存在する機器・構造物は多様であり作業の内容も異なる。そこで「ふげん」

の解体撤去対象設備を被ばく対策の観点から大きく 3 つの領域に分類し、最適シナリオの評価を

進めることにした。1)2) 

・被ばく対策がほとんど必要のない領域：タービン設備、工安系設備等 
・被ばく対策が必要な領域：原子炉冷却材浄化系設備、重水系・ヘリウム系設備等 
・被ばく対策として遠隔解体が必要な領域：原子炉本体 

 
本報告は、被ばく対策が必要な領域として、原子炉冷却系統施設のうち、「ふげん」で現在実施

中のタービン設備の解体撤去工事に引き続き、近い将来に実施を計画している原子炉冷却材浄化

系の熱交換器等の解体撤去工事を評価対象とした。 
評価はまず、原子炉冷却材浄化系の熱交換器等の汚染性状や機器の重量、現場での配置等の作

業環境を踏まえ、複数の解体シナリオを設定した。また、それぞれのシナリオを手順化し、作業

項目毎の階層構造（WBS：Work Breakdown Structure）に体系化するとともに、COSMARD コ

ード等を活用して作業人工数及び被ばく量等のプロジェクト管理データを評価した。評価に際し

ては、各管理データを無次元化し、アンケートによる重み付けを考慮する手法を取り入れて、最

適シナリオ選択を実施した。 
本報告書では、原子炉冷却材浄化系の熱交換器等の最適なシナリオの選択手法の構築に向けた

予備評価として、作業人工数及び被ばく量等のプロジェクト管理データを評価した結果について

報告する。 
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2. 解体撤去工事の概要 
 

｢ふげん｣の廃止措置は、使用済燃料を貯蔵していること、廃止措置工事に関する経験・実績

を蓄積すること、原子炉運転中の定期点検時と同等以下の総被ばく線量となるように放射能

減衰を考慮すること等から、以下の 4段階の期間に区分し、この順序で実施する計画である。 
 

(1) 使用済燃料搬出期間（2008 年度～2017 年度） 
使用済燃料及び重水の搬出を行う。また、使用済燃料の保管に係る安全機能に影響を与えな

い範囲で、放射能レベルの比較的低い機器や汚染のない機器の解体撤去を行う。 
(2) 原子炉周辺設備解体撤去期間（2018 年度～2022 年度） 

使用済燃料搬出の完了に伴い不要となった放射能レベルの比較的低い機器及び原子炉領域

の解体作業に使用する遠隔操作装置の設置に干渉する機器の解体撤去を行う。 
(3) 原子炉本体解体撤去期間（2023 年度～2031 年度） 

放射能レベルの比較的高い原子炉領域の解体撤去を行う。また、汚染した全ての機器の解体

撤去を行うとともに、建屋の除染を行い、管理区域を解除する。 
(4) 建屋解体期間（2032 年度～2033 年度） 

管理区域を解除した建屋及び汚染のない建屋も含めて全ての廃止措置対象施設を解体する。 
 
 解体撤去工事に当たっては、事前に行う工事範囲を汚染状況等の確認結果に基づき、放射性物

質の漏えい及び拡散防止対策、被ばく低減対策等の安全確保対策を講じて行う。廃止措置対象施

設の解体撤去の順序は、供用を終了した設備・機器等を対象とし、廃止措置対象施設の放射能レ

ベル及び汚染の状況、汚染の除去工事が必要な廃止措置対象施設、廃止措置のために導入する

装置の設置場所の確保、解体撤去物の運搬ルートの確保、資機材置き場の確保等を考慮する。 
解体撤去工事着手以降は、主に原子炉冷却系統施設のうち一次冷却設備の解体撤去を進めてお

り、主蒸気系、給水系、復水器等の解体撤去を実施した。これら廃止措置工事の初期段階にお

いては、安全な解体撤去手順の確立、適切な解体撤去物の管理方法の策定等の優先課題を考

慮する。このため、解体撤去工事の対象機器は、放射能レベル及び表面線量率が極めて低い

又は検出限界値以下のものを選定しており、放射能汚染管理及び被ばく低減管理に関しては

特段の対策を講じることなく、通常の作業管理及び安全管理において解体撤去工事を通じて、

解体撤去工事に関するデータ取得、経験・実績の蓄積を実施した。 
使用済燃料搬出期間に属する期間に行う解体撤去工事の対象施設は、供用を終了した放射能レ

ベルの比較的低い汚染のない原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、気体廃棄物の廃棄施設、

放射線管理施設、原子炉格納施設である。すなわち、原子炉運転中に行ってきた定期点検時に

おける分解・開放点検，設備取替え等での経験・実績を活かして比較的容易に解体撤去でき

るポンプ，冷凍機，熱交換器，配管類等の設備・機器等及び解体撤去物が放射性物質として

扱う必要のないものと推定される設備・機器等を優先的に解体撤去する。 
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今後、放射能レベル及び表面線量率の高い設備・機器等の解体撤去を安全かつ合理的に進

めるため、一次冷却設備のうち比較的汚染レベルの高い原子炉冷却材浄化系設備（以下、「炉

浄化系設備」）の解体撤去を通じて、これまでの解体撤去工事で得た実績・経験をもとに、

適切な汚染拡大防止対策や被ばく低減対策の確証を行っていく計画である。 
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3. 原子炉冷却材浄化系の解体計画 
 

3.1 解体計画 
「ふげん」タービン設備（熱交換器、復水器等）の解体撤去工事に引き続き、近い将来には比

較的汚染の高い設備として、原子炉補助建屋に設定されている原子炉冷却材浄化系設備（以下、

「炉浄化系設備」という。）を対象とした解体撤去工事を開始する予定である。 
炉浄化系設備は、蒸気ドラムから一部の原子炉冷却材（炉水）を取水し、イオン交換樹脂によ

り浄化することで、原子炉運転中の原子炉冷却材の水質を維持することを目的とした設備である。

この炉浄化系設備の系統構成を図-1、配置図を図-2 に示す。 
このうち、今回の予備評価で対象とするのは、原子炉補助建屋に設置されている炉浄化系設備

の一部である、再生熱交換器、非再生熱交換器、スラッジタンク、充填ポンプ、ブースターポン

プ等の解体撤去工事であり、これらに付随する配管等の周辺機器や基礎コンクリート等（以下、

これらを総括して「熱交換器等」という。）を含めて、対象物量は約 93.3t である。予備評価で対

象とする設備・機器の一覧を表-1 に示す。 
この「熱交換器等」の解体撤去工事は、以下に示す 7 項目を基本とし、本予備評価ではこれら

の項目を一連の工事として実施する場合の最適シナリオについて検討した。 
 
①作業準備、作業エリアの養生 
②非再生熱交換器撤去 
③再生熱交換器撤去 
④スラッジタンク撤去 
⑤充填ポンプ撤去 
⑥ブースターポンプ撤去 
⑦後片付け 

 
3.2 評価上の条件 

(1) 廃棄物管理 
「ふげん」における解体撤去工事の対象物には、主に金属類、保温材、コンクリート等があ

る。本評価においては、各対象物の扱いを以下の条件に設定した。 
①金属類 

解体撤去したポンプ、タンク、配管等については在来工法（バンドソー、セーバーソー、

ガス溶断機、プラズマ溶断機等）を用いて解体する。ポンプは、重量が 0.5t 以上のものは、

分解及び粗断し容器に収容する。重量が 0.5t 以下については細断せず、収納する。熱交換器

は、内部のチューブと外枠を分離後、切断して解体する。 
解体撤去物は容器に収納できる大きさに細断し、約 1m 四方の立方体系のメッシュ製の容

器に収容し、熱交換器室の機器を撤去した跡地に新たに設ける解体撤去物一時保管（仮置き）

場所に保管する。 
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②保温材 
保温材は外装板と内装材に分離し、内装材については、40L ビニール袋（約 70×85cm）

に収納し、タービン建屋の一時保管（仮置き）場所に運搬し保管する。また、外装板につい

ては金属物同様に取り扱う。 
 

③コンクリート 
コンクリートは大きな塊のまま撤去し金属類同様に約 1m 四方の立方体系の鋼鉄製の容器

に収容し、建屋外の固体廃棄物貯蔵庫へ運搬、保管する。 
 

(2) 作業エリア汚染状況 
炉浄化系設備は、タービン設備とは異なり比較的汚染の高い設備となっているため、解体撤

去作業における作業者の被ばく低減を目的として、原子炉運転終了時に系統除染を実施した。

しかし、機器や配管の一部には汚染が残留しており、局所的に高線量となっている箇所が存在

する。そこで、作業者の被ばく量を評価するため、工事対象範囲の機器・配管表面の線量デー

タを取得し、図-3 に示すとおり線量マップを作成した。 
現場の線量マッピングを実施した結果、炉浄化系設備の内、熱交換器の一部について、高い

汚染が確認された。 
なお、本評価においては、高汚染箇所の解体撤去工事における被ばく低減対策として汚染箇

所の除染の可否ではなく、比較的汚染の高い機器等を移動することで、狭隘作業における人工

数増加に伴う被ばく量の増加及び、周辺機器解体時における高汚染機器からの被ばくを抑える

ことで作業員の被ばく低減を図ることを中心に評価した。 
 

(3) 作業エリア環境 
作業エリアは大きく熱交換器室、スラッジタンク室、充填ポンプ室、ブースターポンプ室の

4 つに分類される。これらエリアの一部については、機器・配管等が密な状態で敷設されてお

り、作業する場所からみて、ほとんどの箇所で後方、左右 1m 以内に干渉する機器等が敷設さ

れていることから狭隘環境化にあるとし、狭隘に対する作業補正を考慮し評価する。また、作

業最小項目（作業エリアの養生、配管撤去等）ごとに、狭隘作業の有無を判断し、解体の進捗

に伴い狭隘箇所で無くなることも考慮し評価する。 
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4．解体シナリオの検討 
4.1 シナリオ検討方法 

シナリオ検討の進め方については、3．で記した評価上の条件を踏まえ、以下のポイントに重点

をおいて検討した。 
・一部設備は汚染レベルが高い。 
・一基の熱交換器は特に汚染レベルが高い。 
そこで、本予備評価では 3 基ある熱交換器の解体方法の違いについて考慮したシナリオを構築

することとし、安全性、効率性、作業性等を考慮した 3 つのシナリオを設定した。 
 

4.2 シナリオの概要 
(1) シナリオⅠ-原位置解体- 
作業エリアの最小化を図り、作業人工数や作業期間の合理化を重視するシナリオとした。 
熱交換器 3 基を含むすべての設備・機器について原位置で解体及び容器へ収納を実施するシ

ナリオであり、過去「ふげん」で実施された解体撤去作業は基本的にシナリオⅠに基づき実施

している。 
すべての作業を原位置で行うため周辺の機器等からの放射線の影響が大きくシナリオⅡ、Ⅲ

に比べ高線量区域での作業が多くなる。また、非常に狭い環境下での作業が多くなるため作業

効率の低下が考えられる。ただし、作業環境が非常に狭隘であることや物流ルート確保のため、

熱交換器室前のブロック壁については事前撤去することを全シナリオ共通事項とする。 
しかしながら、熱交換器を移動する作業が必要ないことや、それに伴う環境整備作業（ブー

スタポンプ前壁の撤去等）が除外されることから、作業人工数、廃棄物量及び作業期間は低減

されることが考えられる。 
シナリオⅠにおける作業内容を表-2、解体フローを以下に示す（シナリオⅡ、Ⅲについても

基本的なフローは同じである）。 
 
■準備作業 
   ↓ 
■保温材撤去作業 
   ↓ 
■残留水回収作業 
   ↓ 
■作業干渉物撤去作業 
   ↓ 
■解体撤去準備作業 
   ↓ 
■解体作業 
   ↓ 
■後処理作業 
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・ 作業前の事前準備として、現場内の安全確保のために突起物・狭隘部等の確認を実施する。

その後、資機材の搬入、作業用動力の確保、汚染の状況確認、解体範囲の識別、残留水回

収範囲の識別を実施する。（シナリオⅡ、Ⅲも同様） 
・ 機器配管等に布設されている保温材を撤去するためのハウスを設置し、保温材を撤去する。

取り外した保温材は、外装板と保温材に分類し、保温材はビニール袋に収納、外装板は一

定の大きさに細断後、それぞれ一時保管（仮置き）場所まで運搬する。保温材撤去作業を

終えたら、作業ハウスを撤去する。（シナリオⅡ、Ⅲも同様） 
・ 残留水回収作業を実施するため、回収時の漏えいによる拡散防止対策として、残留水回収

範囲の養生を実施する。その後、ドレン弁操作や配管等の最下部の穿孔等によって内部の

残留水を回収し、建屋内の機器ドレンに排水する。（シナリオⅡ、Ⅲも同様） 
・ 作業に干渉する熱交換器室前のブロック壁を撤去するために解体時の粉じん飛散防止対策

として作業ハウスを設置する。撤去したブロック壁は鋼鉄製の容器に収納し、建屋外の固

体廃棄物貯蔵庫へ運搬、保管する。ブロック壁撤去作業を終えたら、作業ハウスを撤去す

る。 
・ 機器配管等の解体撤去準備作業を実施する。熱的切断工法を使用するため、防炎シート等

による火気養生、作業に必要な足場の設置等を実施する。事前に撤去したブロック壁の開

口部についても防炎シートによる養生を実施する。 
・ 作業に干渉する熱交換器室前のブロック壁を撤去するために解体時の粉じん飛散防止対策

として作業ハウスを設置する。撤去したブロック壁は鋼鉄製の作業を開始する。 
・ 本格的に解体撤去を実施する。まず、熱交換器室内部の周辺配管の撤去を実施する。次に

熱交換器遮蔽板、熱交換器（3 基）、スラッジタンク、充填ポンプ室内周辺配管、充填ポン

プ（2 台）、ブースターポンプ室周辺配管、ブースターポンプ、基礎コンクリートの順で撤

去を進める。撤去した解体撤去物についてはその都度、一時保管（仮置き）場所まで運搬

する。 
・ すべての作業を終えたら、ハウス、養生、足場の撤去を実施する。熱交換器室については

床補修等の環境整備を実施の上で一時保管（仮置き）場所に設定する。その後、一時保管

（仮仮置き）場所から、新たに設定した一時保管（仮置き）場所まで解体撤去物を運搬し

保管する。最後に現場から資器材を搬出し、整理整頓及び清掃を実施し作業を終える。（シ

ナリオⅡ、Ⅲも同様） 
 

(2) シナリオⅡ -移動後解体- 
作業者被ばく量の最小化を図り、安全性を重視するシナリオとした。 
解体撤去対象物を別のエリアに移動後、解体・細断・容器収納するシナリオであり、本評価

では高汚染熱交換器を含む熱交換器 3 基のみを、別のエリアに移動し解体及び容器へ収納する

シナリオとした。 
シナリオⅠに比べ熱交換器を別のエリアに移動して解体することから、周りからの放射線の

影響が無く高線量作業及び狭隘環境下での作業が低減できる。しかしながら、熱交換器を移動

する必要があるため、それに伴う環境整備作業（ブースタポンプ前壁の撤去等）が発生し、そ
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の分の作業人工数や廃棄物量及び作業期間が増える。また、1 基ずつ移動し解体するため作業

は順々作業となり、作業期間は長く要することが考えられる。シナリオⅡにおける作業内容を

表-3 に示す。 
・ 準備作業、保温材撤去作業、残留水回収作業、後処理作業はシナリオⅠ同様である。 
・ 作業に干渉する熱交換器室前のブロック壁及び熱交換器を移動する際に障害となるブー

スターポンプ前のブロック壁を撤去するために解体時の粉じん飛散防止対策として作業

ハウスを設置する。撤去したブロック壁は鋼鉄製の容器に収納し、建屋外の固体廃棄物貯

蔵庫へ運搬、保管する。ブロック壁撤去作業を終えたら、作業ハウスを撤去する。 
・ 機器配管等の解体撤去準備作業を実施する。作業エリア内を防炎シート等による火気養生、

作業に必要な足場の設置等を実施する。事前に撤去したブロック壁の開口部についても防

炎シートによる養生を実施する。熱交換器を別のエリアに移動して解体するための作業ハ

ウスを設置する。 
・ 本格的に解体撤去作業を開始する。まず、熱交換器を移動させるために熱交換器室内部の

周辺配管及び熱交換器に接続している配管、熱交換器遮蔽板の撤去を実施する。熱交換器

を完全に切り離したら、最初に一番高線量である非再生熱交換器②を別のエリアに運搬し、

細断を実施する。熱交換器の細断を終えたら、次に非再生熱交換器①を別のエリアに運搬

し、細断、次の再生熱交換器も同様に細断を実施する。熱交換器（3 基）の解体を終えた

らスラッジタンク、充填ポンプ室内周辺配管、充填ポンプ（2 台）、ブースターポンプ室周

辺配管、ブースターポンプ、基礎コンクリートの順で撤去を進める。撤去した解体撤去物

についてはその都度、一時保管（仮置き）場所まで運搬する。 
 

(3) シナリオⅢ -原位置解体＆移動後解体- 
作業の合理性と作業者被ばく量低減のバランスを重視するシナリオとする。 
基本的には原位置解体で解体するが、高汚染熱交換器 1 基については別のエリアに移動後、

解体・細断・容器収納するシナリオである。 
シナリオⅡ同様に、シナリオⅠより高線量作業及び狭隘環境下での作業を低減できる。 
熱交換器移動後、他の 2 基の熱交換器と並行して解体作業ができるためシナリオⅡに比べて

作業期間は短縮できることが考えられる。シナリオⅢにおける作業内容を表-4 に示す。 
・ 準備作業、保温材撤去作業、残留水回収作業、後処理作業はシナリオⅠ同様である。 
・ 作業干渉物撤去作業、解体撤去準備作業はシナリオⅡ同様である。 
・ 本格的に解体撤去作業を開始する。まず、熱交換器を移動させるために熱交換器室内の周

辺配管及び熱交換器に接続している配管、熱交換器遮蔽板の撤去を実施する。熱交換器を

完全に切り離したら、一番高線量である非再生熱交換器②を別のエリアに運搬し、細断を

実施する。非再生熱交換器①及び再生熱交換器については原位置にて細断を実施する。ス

ラッジタンク、充填ポンプ室内周辺配管、充填ポンプ（2 台）、ブースターポンプ室周辺配

管、ブースターポンプ、基礎コンクリートの順で撤去を進める。撤去した解体撤去物につ

いてはその都度、一時保管（仮置き）場所まで運搬する。 
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4.3 プロジェクト管理データの設定 
今回の予備評価においては、解体撤去工事に大きく影響する 4 つのプロジェクト管理データを

用いて評価することとした。 
(1) 作業人工数 
解体撤去工事の費用に大きく影響する項目である。 

(2) 作業者被ばく線量 
作業に当たり被ばく対策が必要となる範囲の解体撤去工事においては重要な項目である。 

(3) 作業期間 
作業人工数同様に費用に影響する項目であるとともに、工期に制限等がある場合は重要な項 

目となる。 
(4) 放射性廃棄物量 
解体撤去工事に伴い発生する解体撤去物及び二次廃棄物を考慮することは、できるだけ廃棄

物を低減させる観点から、重要な項目である。 
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5．プロジェクト管理データの計算 
 

解体撤去シナリオの検討にて作成した作業フロー図に基づき構築した WBS を基に 4 つのプロ

ジェクト管理データ（作業人工数、作業者被ばく線量、作業期間、廃棄物量）を算出した。 
 

5.1 作業人工数の計算 
作業人工数は、作業項目ごとに下記の COSMARD コード 3)4)5)6)7)8)を用いた評価式より算出した。 
 
 ◆準備・後処理作業 

Y=awi・・・・・① 
 awi ：「作業の種類 w」と作業エリアの面積に応じて 3 つのレベルに区分された

「作業レベル i」によって決まる単位作業係数（人・h） 
 
 ◆解体作業 

Y=ae×me・・・・・② 
 Y ：作業人工数（人・h） 
 ae ：機器の分類によって決まる単位作業係数（人・h/t） 
 me  ：機器重量（t） 

 
また、解体作業を行う環境が、足場上で作業を行う「高所作業」や、狭隘な空間で作業を行う 

「狭隘作業」の場合、作業効率が 50%程度になることが JPDR（Japan Power Demonstration  
Reactor）の解体の際の知見として報告されており、単位作業係数に対して次のような作業環境に

よる補正を行った。3)4)5)6)7)8) 
 
◆作業環境による補正 

    a’e = ae×{1+Σ（C(i)×Wcr(i)）}･･････････③ 
 a’e ：作業環境による補正後の単位作業係数（人・h/t） 
 ae ：補正前の単位作業係数（人・h/t） 
 C(i) ：作業環境 i による補正の有無（無：0, 有：1） 
 Wcr(i) ：作業環境 i による補正係数（例 高所作業：0.5, 狭隘作業：0.5） 
 
ここで {1+Σ（C(i)×Wcr(i)）}が、作業環境による単位作業係数を補正する項である。 

 
Y’ = a’e×me･･････････④ 

Y’：補正後の作業人工数（人・時） 
 
③と④式の関係から、補正後の作業人工数 は以下の通り示すことができる。 
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・・・・・⑤ 

 

以上の評価式を踏まえて各シナリオにおける人工数について計算した。なお、一部作業項目に

ついては単位作業係数が設定されていない作業もあったため、今回の評価においては「ふげん」

の類似した作業実績から代替した値を、設定して評価した。 
今後「ふげん」の実績データを基に不足している単位作業係数について設定していく必要があ

る。各シナリオの人工数計算結果を表-5、6、7 に示す。 
 

- シナリオⅠ：4,216.4（人・h） 
- シナリオⅡ：4,661.3（人・h） 
- シナリオⅢ：4,372.9（人・h） 
 
残留水の回収については、過去の熱交換器解体における実績人工数を参考とした値を採用して 

いる。熱交換器移動についても同様で、過去の解体撤去工事にて類似した設備を運搬した際の実 
績人工数を参考とした値を採用している。 
 
5.2 作業者被ばく線量の計算 

作業員の被ばく線量を計算するに当たっては、被ばくの影響を受ける作業エリアを大枠（A～E）

に分類した後、それらエリアを汚染区分ごとに細分化（例：A-Ⅰ、A-Ⅱ）して評価した（図 4～
12）。 

また、熱交換器 3 基については現場にて線量を測定し、これら測定値の平均値を用いた。また、

解体撤去することによって機器内面が露出することによって線量が上昇することが考えられるた

め、本評価の際には鉄の半価層（2mm）を基準として考慮し機器内面の被ばく線量を設定した。 
作業員の被ばく線量については高線量機器との距離に依存するため、評価に当たってはそれら

を考慮し、5.1 で計算した各作業項目における作業人工数（人・時）を作業責任者、放射線監視員、

作業員について作業クルー体制の割合で割り振り、各作業エリアにおける線量（mSv/h）を乗じ

て作業員の被ばく線量（人・mSv）を算出した。 
 
 ◆準備・解体・後処理作業における全作業者被ばく線量 

DAll=（YO×AO）＋（YR×AR）＋（YW×AW）・・・・・⑥ 

 
DAll・・・・・・作業全作業者被ばく線量（人・mSv） 

YO・・・・・・・作業責任者人工数（人・h） 
YR・・・・・・・放射線監視員人工数（人・h） 
YW・・・・・・・作業員人工数（人・h） 
AO・・・・・・・作業責任者作業場所エリア線量（mSv/h） 
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AR・・・・・・・放射線監視員作業場所エリア線量（mSv/h） 
DW・・・・・・・作業員作業場所エリア線量（mSv/h） 

 
（例）準備作業（作業エリアの養生）の場合 

 ・作業人工数（102.8 人・h） 
   作業責任者   ：員数 1 名、作業領域 AⅡ（0.006 mSv/h） 
   放射線監視員 ：員数１名、作業領域 AⅡ（0.006 mSv/h） 
   作業員       ：員数 8 名、作業領域 AⅠ、Ⅱ（0.035 mSv/h） 
    DAll=（102.8×1/10×0.006）+（102.8×1/10×0.006）+（102.8×8/10×0.035） 
       =  0.062+0.062+2.878=3.002（人・h） 

 
各シナリオについて被ばく線量を計算した結果を表-8、9、10 に示す。 
 
- シナリオⅠ：331.9（mSv・人） 
- シナリオⅡ：152.6（mSv・人） 
- シナリオⅢ：187.0（mSv・人） 

 
5.3 作業期間の計算 

作業期間の計算に当たっては、作業毎に順々作業、並行作業を考慮し、WBS から導いた作業人

工数（5.1 の計算結果）を 1 日の作業時間 5.5 時間、作業員 10 名体制で工事を実施した場合の期

間で算出した。 
シナリオⅠでは熱交換器 3 基の同時解体、シナリオⅡでは熱交換器 1 基ずつ、シナリオ 3 では

1 基移動後に解体と並行し、残りの 2 基を解体する工程として検討した。並行作業においては作

業日数が多い方を採用している。 
各シナリオについて作業期間を計算した結果を表-11、12、13 に示す。 
 
- シナリオⅠ：62.5（d） 
- シナリオⅡ：79.0（d） 
- シナリオⅢ：69.9（d） 
  

5.4 放射性廃棄物量の計算 
①廃棄物量（解体撤去物） 

「ふげん」の物量データベースより対象設備の物量を算出した。保温材及び基礎コンクリ

ート、熱交換器室壁等の一部設備については現場での実測値を用いて算出している。なお、

シナリオⅡ・Ⅲについては熱交換器を移動する必要があるため、移動の際に干渉する構造物

を撤去する分、物量が多くなっている。 
廃棄物量（解体撤去物）については表-1 に示す。 
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- シナリオⅠ：83.0（t） 
- シナリオⅡ：93.3（t） 
- シナリオⅢ：93.3（t） 
 
②廃棄物量（二次廃棄物） 
二次廃棄物としては，作業員の装備品と細断スペースであるグリーンハウスの構造材である

ビニールシートを考慮した．作業員の装備品に由来する二次廃棄物発生量を D1（kg），細断ス

ペースに由来する二次廃棄物を D2（kg）としたとき，二次廃棄物発生量の合計：D（kg）は以

下の様になる。 
 

D = D1 + D2・・・・・⑦ 
 

D：二次廃棄物発生量の合計（kg） 
D1：作業員の装備品に由来する二次廃棄物発生量 
D2：細断スペースに由来する二次廃棄物発生量 

 
以下に，D1 および D2 それぞれの計算方法を示す。 

 

(1) 作業員の装備品に由来する二次廃棄物発生量の計算：D1 
作業員の装備品に由来する二次廃棄物発生量は，各作業項目に要する人工数：Y（人・h）

に依存するため，人形峠環境技術センターの製錬転換施設での実績データより導出した単位

作業係数を用いて，以下の式で計算した。7) 
 
D1 = 9.84×10-2×M・・・・・⑧ 

M：作業責任者・放管員・作業員の人工数 
 

各シナリオにおいて廃棄物量（二次廃棄物）を計算した結果を表-14、15、16 に示す。 
 

- シナリオⅠ：414.9（kg） 
- シナリオⅡ：458.7（kg） 
- シナリオⅢ：430.3（kg） 

 
(2) 作業員の装備品に由来する二次廃棄物発生量の計算 

細断スペースに由来する二次廃棄物には，グリーンハウスの構造材として使用したビニー

ルシートを考慮した。この発生量は，細断スペースの表面積：SA（m2）に依存するため，装

備品と同様に製錬転換施設での実績データより導出した単位作業係数を用いて、以下の式で

計算した。7) 
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D2 = 10.12×10-2 ×SA・・・・・⑨ 
SA：細断スペースの表面積 

シナリオⅠの表面積は 188m2、シナリオⅡ、Ⅲの表面積は別途設置する細断ハウスの分広

く 208m2であった。作業エリアの表面積を図 13 に示す。 
 
- シナリオⅠ：19.0（kg） 
- シナリオⅡ：21.0（kg） 
- シナリオⅢ：21.0（kg） 

 
(3)二次廃棄物発生量の合計 
 上記(2)、(3)の結果より得られた二次廃棄物の合計を示す。 

 
- シナリオⅠ：D1(414.9)+D2(19.0)=433.9（kg） 
- シナリオⅡ：D1(458.7)+D2(21.0)=479.7（kg） 
- シナリオⅢ：D1(430.3)+D2(21.0)=451.3（kg） 
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6．解体シナリオの評価 
 
6.1 解体シナリオの評価方法 

各シナリオにおける 4 つのプロジェクト管理データを評価した結果を表-17 に示す。評価に当

たり、4 つのプロジェクト管理データを同レベルで評価するため、それぞれ次元が異なるプロジ

ェクト管理データを各項目最大値で除することで無次元化して評価した。無次元化した結果を表

-18 に示す。 
また、シナリオの特性等によりプロジェクト管理データの重要度は異なってくることが考えら

れる特に、本予備評価で対象としている炉浄化系設備の熱交換器等は比較的放射能レベルが高い

ことから作業者の被ばく線量が高くなることが想定される。そこで、作業者の被ばく低減を考慮

する必要性に関してアンケート調査を実施し、結果に基づいてプロジェクト管理データの重要度

を求め評価することとした。 
 
6.2 プロジェクト管理データの無次元化  

 ①作業人工数 
- シナリオⅠ：4,216.4（人・h）/ 4,661.3（人・h）＝0.90 
- シナリオⅡ：4,661.3（人・h）/ 4,661.3（人・h）＝1.00 
- シナリオⅢ：4,372.9（人・h）/ 4,661.3（人・h）＝0.94 

 
 ②作業者被ばく線量 

- シナリオⅠ：331.9（mSv・人）/ 331.9（mSv・人）=1.00 
- シナリオⅡ：152.6（mSv・人）/ 331.9（mSv・人）=0.46 
- シナリオⅢ：187.0（mSv・人）/ 331.9（mSv・人）=0.56 

 
 ③作業期間 

- シナリオⅠ：62.5（d）/ 79.0（d）=0.79 
- シナリオⅡ：79.0（d）/ 79.0（d）=1.00 
- シナリオⅢ：69.9（d）/ 79.0（d）=0.88 

 
 ④廃棄物量 
    (1)廃棄物量(解体撤去物) 

- シナリオⅠ：83.0（t）/ 93.3（t）=0.89 
- シナリオⅡ：93.3（t）/ 93.3（t）=1.00 
- シナリオⅢ：93.3（t）/ 93.3（t）=1.00 
(2)廃棄物量(二次廃棄物) 
- シナリオⅠ：414.9（kg）/ 458.7（kg）=0.90 
- シナリオⅡ：458.7（kg）/ 458.7（kg）=1.00 
- シナリオⅢ：430.3（kg）/ 458.7（kg）=0.94 
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6.3 重要度アンケート結果の反映 
比較的線量の高い領域（表面線量 1mSv/h 程度）における解体撤去工事にて、4 つのプロジェ

クト管理データに対する各人の重要度を 5 段階評価で「ふげん」解体撤去工事の作業管理経験者

等 10 名の職員にアンケート調査を実施した。 
アンケート調査結果に基づくプロジェクト管理データの重み付け（重要度）を表-19 に示す（重

要度は 4 を基準とする割合（4 つのプロジェクト管理データ）で算出）。 
この結果、すべての項目に対して重視されている結果となったが、作業の合理性（費用低減）

に影響する作業人工数及び作業期間については特に重要度が高い評価となった。 
プロジェクト管理データの重要度アンケート結果を反映して評価した結果を以下に示す。 

 
①シナリオⅠ：(0.90×1.06)+(1.00×0.95)+(0.76×1.12)+[{(0.89+0.90)/2}※×0.88] 

            =0.95+0.95+0.85+0.79=3.54 
②シナリオⅡ：(1.00×1.06)+(0.46×0.95)+(1.00×1.12)+[{(1.00+1.00)/2}※×0.88] 

=1.06+0.44+1.12+0.88=3.50 
③シナリオⅢ：(0.94×1.06)+(0.56×0.95)+(0.88×1.12)+[{(1.00+0.94)/2}※×0.88] 

=1.00+0.53+0.99+0.88=3.39 
※廃棄物量は解体撤去物と二次廃棄物の平均値を用いて評価した。 
 
上述した評価結果を表-20 に、また、重要度アンケート結果の反映前及び後を比較したものを

図-14 に示す。その結果、原子炉冷却材浄化系の「熱交換器等」を対象に設定した 3 つのシナリ

オは、シナリオⅢ、シナリオⅡ、シナリオⅠの順で優位となる見通しを得た。 
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7．考察 
 
本調査では、特に重要と考える 4 つのプロジェクト管理データ（作業人工数、作業者被ばく線

量、作業期間、廃棄物量）を指標としてシナリオの優位性を評価した。コスト面については、解

体作業に必要な資材の購入費や、廃棄物の処理・処分費も考えられるが、解体撤去工事に直接影

響するコストとしては作業人工数の影響が多くの割合を占めると思われることから、コスト面は

作業人工数にて評価した。 
作業人工数の評価では、JPDR 単位作業係数が設定されていない作業項目の、残留水回収、機

器移動等について、「ふげん」で実施した類似する作業から設定し評価した。また、狭隘箇所にお

ける作業効率については、現場調査のうえ、資器材の置き場、作業箇所周辺の干渉物等から判断

し、一部の作業については狭隘作業と判断し、JPDR の知見から 50％ダウンとした。 
作業人工数を評価した結果、熱交換器の移動による狭隘箇所低減に伴う作業人工数の合理化よ

りも、熱交換器の移動に要する作業人工数の増加の影響が大きく起因しており、シナリオⅠの原

位置解体が最も合理的であった。シナリオⅡは、熱交換器を 3 基すべて移動するシナリオのため、

これに伴う作業が影響している。 
作業者被ばく線量については、シナリオⅡは別の場所で細断することから周辺からの被ばくが

低減されている一方で、シナリオⅠはすべて原位置での解体であることから残りの熱交換器を含

めた周辺機器からの被ばくの影響が大きく影響している。また、シナリオⅠは狭隘作業下での高

線量被ばく作業に要する作業人工数が多いため、それに影響して被ばく線量も増加する。 
作業期間については、シナリオⅡは、熱交換器を 1 基ずつ移動し細断する順々作業であること

が影響し、作業期間が増加しているのに対して、シナリオⅠやⅢは熱交換器を同時に作業着手で

きる並行作業のため作業期間が短縮されている。シナリオⅠ、シナリオⅢ、シナリオⅡの順で有

意な数値を示した。シナリオⅠ、Ⅱは並行してできる作業が多いが、シナリオⅡは順々作業が多

いことが影響している。 
廃棄物量については、解体撤去物は、シナリオⅡがⅠ、Ⅲに比べ熱交換器を移動する際に干渉

する壁を撤去しない分、廃棄物量が低減された、また、廃棄物量（二次廃棄物）については、作

業人工数に関係するため、同様に作業人工数が最大のシナリオⅡが多い。 
解体シナリオの評価については、各シナリオにおけるプロジェクト管理データを、同レベルで

評価するため、それぞれ次元が異なるプロジェクト管理データを各項目最大値で除することで無

次元化して評価した。その結果、作業人工数、作業期間、廃棄物量に関しては大きな差は確認さ

れなかったが、被ばく線量に関してはシナリオⅠと比較すると、シナリオⅡ、Ⅲは半分程度の数

値となっており合理的な数値を示していた。これは、高線量機器移動及び狭隘作業による人工数

の増加が影響した結果と推測する。シナリオⅠは原位置ですべて解体するシナリオのため、高線

量機器からの被ばくに合わせ周辺機器からの被ばくも多く影響する。また、狭隘での作業が多く

なりその分多く被ばくしていると推測する。一方で、シナリオⅡ、Ⅲでは高線量機器解体時はそ

の影響を受けるものの、狭隘作業でない分、被ばくが低減されること及び移動した熱交換器解体

時は周辺機器からの被ばくは低減できる。 
各プロジェクト管理データに対する重要度の設定は、職員に対して重要度に関するアンケート
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を実施し算出した。結果、4 つのプロジェクト管理データに対する評価はすべて重要度が高い結

果となったが、その中でも作業の合理性（費用低減）に影響する作業人工数及び作業期間につい

ては特に重要度が高い評価であった。この結果から、解体撤去作業を実施するに当たっては、作

業の安全性を担保していれば、コスト面を合理的に抑えることが重要であるとの考えであると推

定する。 
重要度反映前後のプロジェクト管理データ評価値を見比べると、シナリオの順位に変位は確認

できなかったが、シナリオⅡ、Ⅲについては重要度を反映することで、より合理的なシナリオで

あると評価された。今回の重要度設定ではすべての項目が重視されていたことから、各項目間で

重要度に大きな差異がなかったため、シナリオの順位にも変位が無かったと推定する。 
作業領域の線量率評価では、被ばく対策として、事前の除染は実施せず高汚染の対象物を別の

場所で解体することで作業員の被ばく低減を図るシナリオを構築し評価した。また、被ばく対策

の別の考え方として、除染の可否、除染と解体の順序、解体工法、除染の際の被ばく等を考慮す

る方法についても考えられるため、これらについては今後評価することとする。 
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8．まとめ 
 

「ふげん」では、3 つに分類した領域毎に解体撤去シナリオの最適化検討に係る予備調査を進め、

今後の原子力施設等の廃止措置計画に適用できるように整理を進めている。本報告では被ばく対策

が必要な領域として、原子炉冷却系統施設のうち、「ふげん」で現在実施中のタービン設備に引き続

き、近い将来に実施を計画している原子炉冷却材浄化系の熱交換器等を評価対象とした。今回得ら

れた結果は以下の通りである。 
解体シナリオの検討では、被ばく対策の 1 つの方策として、高汚染物を移動し、別の場所で撤去

するシナリオについて検討した。具体的には、3 基ある熱交換器の解体方法の違いを中心に、安全

性、効率性、作業性等を考慮した 3 つのシナリオを設定した。 
シナリオⅠ：対象設備をすべて原位置にて解体するシナリオ 
シナリオⅡ：熱交換器 3 基を別の場所に移動後、解体するシナリオ 
シナリオⅢ：特に高汚染であった熱交換器 1 基を別の場所に移動後、解体するシナリオ（2 基

はシナリオⅠ同様に原位置にて解体） 
プロジェクト管理データの計算結果は以下の順で合理的な結果であった。 
・作業人工数：シナリオⅠ、Ⅲ、Ⅱ 
・作業者被ばく線量：シナリオⅡ、Ⅲ、Ⅰ 
・作業期間：シナリオⅠ、Ⅲ、Ⅱ 
・廃棄物量：シナリオⅠ、Ⅲ、Ⅱ 
・各プロジェクト管理データを無次元化し評価：シナリオⅢ、Ⅱ，Ⅰ 
・アンケートによる重要度を反映し評価：シナリオⅢ、Ⅱ、Ⅰ 
本報告書の結果は、今後の「ふげん」廃止措置や、類似の作業が想定される他の原子力施設に

おいて、廃止措置計画の策定に役立つものと期待される。 
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表-1 解体撤去工事対象設備・機器一覧表（1/2） 
 

 
 
 
 
 
 

非再生熱交換器①
（水室）

・水室側胴板：SUS316HP, t=34～38mm
・水室側鏡板：SUS316HP, t=34～38mm
・水室仕切板：SUS27HP, t=25mm

1.3

非再生熱交換器①

・外寸（水室含）：W4,306×D1,050×H1,595mm
・胴板：SB42, t=12～14mm
・胴側鏡板：SB42, t=12～14mm
・管板：SUS316HP, t=178mm
・支持板：SUS304HP, t=12mm, 2枚
・邪魔板：SUS304HP, t=12mm, 5枚
・支持脚：SS41, 2脚
・U字型伝熱管：SUS316TB, 12.7O.D×1.2T, 524本

5.3
(管板1.2)

非再生熱交換器②
（水室）

・水室側胴板：SUS316HP, t=34～38mm
・水室側鏡板：SUS316HP, t=34～38mm
・水室仕切板：SUS27HP, t=25mm

1.3

非再生熱交換器②

・外寸（水室含）：W4,306×D1,050×H1,595mm
・胴板：SB42, t=12～14mm
・胴側鏡板：SB42, t=12～14mm
・管板：SUS316HP, t=178mm
・支持板：SUS304HP, t=12mm, 2枚
・邪魔板：SUS304HP, t=12mm, 5枚
・支持脚：SS41, 2脚
・U字型伝熱管：SUS316TB, 12.7O.D×1.2T, 524本

5.3
(管板1.2)

再生熱交換器
（水室）

・水室側胴板：SUS316TP, t=34～38mm
・水室側鏡板：SUS316HP, t=24～28mm
・水室仕切板：SUS27HP, t=25mm

0.9

再生熱交換器

・外寸（水室含）：W5,220×D800×H1,170mm
・胴板：SUS316TP, t=24～30mm
・胴側鏡板：SUS316HP, t=24～28mm
・管板：ASME SA-182 F316, t=145mm
・支持板：SUS304HP, t=10mm, 1枚
・邪魔板：SUS304HP, t=10mm, 17枚
・支持脚：SS41, 2脚
・U字型伝熱管：SUS316TB, 12.7O.D×1.4T, 223本

4.6
(管板0.6)

タンク スラッジタンク
・外寸：1400φ×H625mm
・胴板：SB42、t9～12.5㎜、内面エポキシライニング

充填ポンプA 4.2
(ポンプ2.1)

充填ポンプB 4.2
(ポンプ2.1)

ブースターポンプ ・外寸：W1,495×D530×H625mm 0.6

熱交換器室内
配管及び弁

4.5

充填ポンプ室内
配管及び弁

4.2

ブースタポンプ周辺
配管及び弁

2.0

配管

・8B-Sch80
・4B-Sch80
・3 1/2B-Sch80

10.7

物量（t）

熱
交
換
器

6.6

18.76.6

5.5

2.5

ポンプ

・外寸：W3,454×D800×H1,255mm
9.0

大区分 中区分 仕様
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表-1 解体撤去工事対象設備・機器一覧表（2/2） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熱交換器室
架台コンクリート

・外寸：
　再生熱交換器W700×D800×H400mm
　非再生熱交換器W1,000×D800×H350mm×2
　スラッジタンクW600×D400×H200mm

4.4

充填ポンプ基礎
架台コンクリート

・外寸：W3,700×D1,200×H500mm×2 10.2

ブースターポンプ
基礎架台コンクリート

・外寸：W1,550×D1,000×H500mm 1.8

ブースターポンプ前壁 ・外寸：W2,200×D600×H3,400mm 10.3

熱交換器室壁 ・外寸：W3,800×D500×H4,320mm 18.8

架台 熱交換器遮蔽板 ・外寸：W4,000×D100×H2,000mm

保温材
（熱交換器及び配管）

0.2

保温材
（外装板）

0.3

※普通コンクリート比重2.3t/m3
で計算 総合計

大区分 中区分 仕様 物量（t）

93.3

壁基礎
※ 45.5

6.4

保温材
・再生熱交換器
・非再生熱交換器
・周辺配管

0.5
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表-2 作業内容一覧表【シナリオⅠ】（1/4） 
 

 

 

大区分 小区分

突起物等の確認
及び対策

作業領域調査
作業エリアに存在する機器等に人又は物が接触することにより、内包物の
漏えい及び拡散、作業員の負傷、設備の損傷に繋がる可能性のある突起部
等の確認及び対策をする。

資器搬入/運搬 資材機器搬入 機器搬入口より、資器材（一般工具、消耗品等）の搬入を実施する。

仮設分電盤の設置 切断機設置
作業エリア近傍に仮設分電盤を設置し、ケーブルを敷設し作業用動力分電
盤への結線をする。

一時保管（仮仮置き場)の養生
作業領域養生

(50㎡未満) 一時保管（仮仮置き）場所の養生を実施する。

汚染の状況調査 放射線測定 解体撤去範囲を事前サーベイし、汚染状況の確認をする。

解体範囲の識別 解体範囲設定 解体撤去範囲をビニールテープ等にて識別・選別する。

残留水回収範囲
の識別

残留水回収範囲設定
残留水回収範囲について配管穿孔箇所をビニールテープ等にて識別・選別
する。

保温材撤去用ハウス
の設置

グリーンハウス設置
(一般以上)

熱交換器及び配管に取り付けられている保温材を撤去するためのハウスを
設置する。

残留水回収範囲
の養生

作業領域養生
(スポット) 残留水回収箇所近傍を養生シートで養生する。

残留水回収/排水
(配管/弁)

残留水回収作業
(穿孔等)

ドレン弁を開放して回収し、付近のドレンファンネル又は床ドレンファン
ネルに排水をする。ドレン弁のみで構造上回収できない場合は、配管最下
部にドリル等にて穿孔することで回収をする。

残留水回収/排水

(非再生熱交換器①)
残留水回収作業

(圧送)
熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

残留水回収/排水
(非再生熱交換器②)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

残留水回収/排水
(再生熱交換器)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

残留水回収箇所
の閉止措置

閉止措置
施設側に残る配管等については、内部に異物が無いことを確認後、ゴム
シート等にて閉止をする。

作業エリアの養生
作業領域養生

(全体) 作業エリア全体の火気養生（防炎シート及びブリキ板等）をする。

足場の設置
足場設置
（全体）

作業エリア全体に対して足場を設置する。

メッシュボックスの搬入
収納容器搬入

(メッシュボックス) 屋外に保管中のメッシュボックスを建屋に搬入する。

壁撤去用ハウス
の設置

グリーンハウス設置
(一般以上) 熱交換器室の壁を撤去するためのグリーンハウスを設置する。

ボックスパレットの搬入
収納容器搬入

(ボックスパレット) 屋外に保管中のボックスパレットを建屋に搬入する。

壁開口部の養生
作業領域養生

(スポット) 熱交換器室の壁撤去後の開口部を養生シートで養生する。

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

グリーンハウス設置
(複数) 複数の基礎架台コンクリート撤去用ハウスを設置する。

一時保管（仮置き）
場所の設置

床面整備 床面の整備及び一時保管（仮置き）場所のフェンスを設置する。

項目
作業名

作業内容

準
備
作
業
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表-2 作業内容一覧表【シナリオⅠ】（2/4） 
 

 
 
 
 
 

大区分 小区分

保温材の撤去 保温材
保温材の取り外し、収納を実施する。外装板の取り外し後、保温材を取り
外して撤去を実施する。保温材はビニール袋2重にて収納する。

熱交換器室壁の撤去 壁基礎 熱交換器室壁の撤去・収納を実施する。

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

配管 熱交換器室内配管/弁等の切断・収納を実施する。

熱交換器遮蔽板
の撤去

架台 熱交換器周りに設置されている遮蔽板の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器①
水室の撤去

熱交換器 非再生熱交換器①水室の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器②
水室の撤去

熱交換器 非再生熱交換器②水室の切断・収納を実施する。

再生熱交換器
水室の撤去

熱交換器 再生熱交換器水室の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器①
の撤去

熱交換器 非再生熱交換器①の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器②
の撤去

熱交換器 非再生熱交換器②の切断・収納を実施する。

再生熱交換器
の撤去

熱交換器 再生熱交換器の切断・収納を実施する。

スラッジタンク
の撤去

タンク スラッジタンクの切断・収納を実施する。

充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

配管 充填ポンプ室内配管/弁等の切断・収納を実施する。

充填ポンプ①
の撤去

ポンプ 充填ポンプ①の切断・収納を実施する。

充填ポンプ②
の撤去

ポンプ 充填ポンプ②の切断・収納を実施する。

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

配管 ブースターポンプ周辺配管/弁等の切断・収納を実施する。

ブースターポンプ
の撤去

ポンプ ブースターポンプの切断・収納を実施する。

基礎架台コンクリート
の撤去

壁基礎 基礎架台コンクリートの撤去・収納を実施する。

項目
作業名

作業内容

解
体
作
業
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表-2 作業内容一覧表【シナリオⅠ】（3/4） 
 

 
 
 

大区分 小区分

保温材の運搬 廃棄物搬出 ビニール袋に収納した保温材は一時保管場所まで運搬を実施する。

保温材（外装板）
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した保温材（外装板）は、熱交換器室内に保管す
る。

保温材撤去用ハウス
の撤去

グリーンハウス撤去
（一般以上）

保温材撤去用ハウスの撤去を実施する。

残留水回収用養生
の撤去

片付け整理
（スポット）

残留水回収用養生の撤去を実施する。

熱交換器室壁
の運搬

廃棄物搬出
土のう袋に収納しボックスパレットに収納したコンクリート片は、搬出口
より搬出する。

熱交換器室内配管/弁
等の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器室内配管/弁等は、熱交換器室内に保
管する。

熱交換器遮蔽板
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器遮蔽板は、熱交換器室内に保管す
る。

非再生熱交換器②
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器②水室は、熱交換器室内に保
管する。

非再生熱交換器①
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器①水室は、熱交換器室内に保
管する。

再生熱交換器
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した再生熱交換器水室は、熱交換器室内に保管す
る。

非再生熱交換器①
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器①は、熱交換器室内に保管す
る。なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

非再生熱交換器②
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器②は、熱交換器室内に保管す
る。なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

再生熱交換器
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した再生熱交換器は、熱交換器室内に保管する。
なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

スラッジタンク
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したスラッジタンクは、熱交換器室内に保管す
る。

充填ポンプ室内配管/弁等の運
搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した充填ポンプ室内配管/弁等は、充填ポンプ室内
に保管する。

充填ポンプ①
の運搬

廃棄物搬出
充填ポンプ①はポンプとモータ部は切り離して、原型保管とする。メッ
シュボックスに収納した架台等については、充填ポンプ室内に保管する。

充填ポンプ②
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した充填ポンプ①はポンプとモータ部は切り離し
て、原型保管とする。メッシュボックスに収納した架台等については、充
填ポンプ室内に保管する。

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したブースターポンプ周辺配管/弁等は、充填ポン
プ室内に保管する。

項目
作業名

作業内容

後
処
理
作
業
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表-2 作業内容一覧表【シナリオⅠ】（4/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大区分 小区分

ブースターポンプ
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したブースターポンプは、充填ポンプ室内に保管
する。

基礎架台コンクリート
の運搬

廃棄物搬出
土のう袋に収納しボックスパレットに収納したコンクリート片は、搬出口
より搬出する。

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

グリーンハウス撤去
(複数) 複数の基礎架台コンクリート撤去用ハウスを撤去する。

足場の撤去 足場撤去 作業エリア全体の足場を撤去する。

解体撤去物の運搬 廃棄物搬出 一時保管（仮仮置き）場所より、一時保管（仮置き）場所へ運搬する。

仮設分電盤の撤去 片付け整理(スポット) 作業用動力分電盤よりケーブルを解線し、仮設分電盤を撤去する。

資材等の搬出 資材機器搬出 機器搬出口より、資器材（一般工具、消耗品等）を搬出する。

整理整頓
片付け整理

(全体) 作業エリア全体の整理・整頓・清潔・清掃を実施する。

後
処
理
作
業

項目
作業名

作業内容
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表-3 作業内容一覧表【シナリオⅡ】（1/4） 
 

 

大区分 小区分

突起物等の確認
及び対策

作業領域調査
作業エリアに存在する機器等に人又は物が接触することにより、内包物の
漏えい及び拡散、作業員の負傷、設備の損傷に繋がる可能性のある突起部
等の確認及び対策をする。

資器搬入/運搬 資材機器搬入 機器搬入口より、資器材（一般工具、消耗品等）の搬入を実施する。

仮設分電盤の設置 切断機設置
作業エリア近傍に仮設分電盤を設置し、ケーブルを敷設し作業用動力分電
盤への結線をする。

一時保管（仮仮置き場)の養生
作業領域養生

(50㎡未満) 一時保管（仮仮置き）場所の養生を実施する。

汚染の状況調査 放射線測定 解体撤去範囲を事前サーベイし、汚染状況の確認をする。

解体範囲の識別 解体範囲設定 解体撤去範囲をビニールテープ等にて識別・選別する。

残留水回収範囲
の識別

残留水回収範囲設定
残留水回収範囲について配管穿孔箇所をビニールテープ等にて識別・選別
する。

保温材撤去用ハウス
の設置

グリーンハウス設置
(一般以上)

熱交換器及び配管に取り付けられている保温材を撤去するためのハウスを
設置する。

残留水回収範囲
の養生

作業領域養生
(スポット) 残留水回収箇所近傍を養生シートで養生する。

残留水回収/排水
(配管/弁)

残留水回収作業
(穿孔等)

ドレン弁を開放して回収し、付近のドレンファンネル又は床ドレンファン
ネルに排水をする。ドレン弁のみで構造上回収できない場合は、配管最下
部にドリル等にて穿孔することで回収をする。

残留水回収箇所
の閉止措置

閉止措置
施設側に残る配管等については、内部に異物が無いことを確認後、ゴム
シート等にて閉止をする。

作業エリアの養生
作業領域養生

(全体) 作業エリア全体の火気養生（防炎シート及びブリキ板等）をする。

足場の設置
足場設置
（全体）

作業エリア全体に対して足場を設置する。

メッシュボックスの搬入
収納容器搬入

(メッシュボックス) 屋外に保管中のメッシュボックスを建屋に搬入する。

壁撤去用ハウス
の設置

グリーンハウス設置
(一般以上) 熱交換器室の壁を撤去するためのグリーンハウスを設置する。

ボックスパレットの搬入
収納容器搬入

(ボックスパレット) 屋外に保管中のボックスパレットを建屋に搬入する。

壁開口部の養生
作業領域養生

(スポット) 熱交換器室の壁撤去後の開口部を養生シートで養生する。

細断ハウスの設置
グリーンハウス設置

(一般以上) 細断用のハウスを設置する。

切断箇所
の閉止措置

閉止措置 熱交換器と切り離した箇所について、ゴムシート等にて閉止をする。

非再生熱交換器①
の移動

機器移動
天井サポート及び熱交換器に吊りピースを溶接し、チェーンブロック等を
用いて、非再生熱交換器①を壁開口部より、細断ハウスまで運搬する。

残留水回収/排水
(非再生熱交換器①)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

非再生熱交換器②
の移動

機器移動
天井サポート及び熱交換器に吊りピースを溶接し、チェーンブロック等を
用いて、非再生熱交換器②を壁開口部より、細断ハウスまで運搬する。

残留水回収/排水
(非再生熱交換器②)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

再生熱交換器
の移動

機器移動
天井サポート及び熱交換器に吊りピースを溶接し、チェーンブロック等を
用いて、再生熱交換器を壁開口部より、細断ハウスまで運搬する。

残留水回収/排水
(再生熱交換器)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

グリーンハウス設置
(複数) 複数の基礎架台コンクリート撤去用ハウスを設置する。

一時保管（仮置き）
場所の設置

床面整備 床面の整備及び一時保管（仮置き）場所のフェンスを設置する。

準
備
作
業

項目

作業名

作業内容
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表-3 作業内容一覧表【シナリオⅡ】（2/4） 
 

 
 

大区分 小区分

保温材の撤去 保温材
保温材の取り外し、収納を実施する。外装板の取り外し後、保温材を取り
外して撤去を実施する。保温材はビニール袋2重にて収納する。

熱交換器接続配管
の撤去

配管 熱交換器接続配管の切断・収納を実施する。

熱交換器室壁の撤去 壁基礎 熱交換器室壁の撤去・収納を実施する。

ブースターポンプ前壁
の撤去

壁基礎 ブースターポンプ前の壁の撤去・収納を実施する。

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

配管 熱交換器室内配管/弁等の切断・収納を実施する。

熱交換器遮蔽板
の撤去

架台 熱交換器周りに設置されている遮蔽板の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器①
水室の撤去

熱交換器 非再生熱交換器①水室の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器②
水室の撤去

熱交換器 非再生熱交換器②水室の切断・収納を実施する。

再生熱交換器
水室の撤去

熱交換器 再生熱交換器水室の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器①
の撤去

熱交換器 非再生熱交換器①の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器②
の撤去

熱交換器 非再生熱交換器②の切断・収納を実施する。

再生熱交換器
の撤去

熱交換器 再生熱交換器の切断・収納を実施する。

スラッジタンク
の撤去

タンク スラッジタンクの切断・収納を実施する。

充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

配管 充填ポンプ室内配管/弁等の切断・収納を実施する。

充填ポンプ①
の撤去

ポンプ 充填ポンプ①の切断・収納を実施する。

充填ポンプ②
の撤去

ポンプ 充填ポンプ②の切断・収納を実施する。

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

配管 ブースターポンプ周辺配管/弁等の切断・収納を実施する。

ブースターポンプ
の撤去

ポンプ ブースターポンプの切断・収納を実施する。

基礎架台コンクリート
の撤去

壁基礎 基礎架台コンクリートの撤去・収納を実施する。

解
体
作
業

項目
作業名

作業内容
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表-3 作業内容一覧表【シナリオⅡ】（3/4） 
 

 
 
 

大区分 小区分

保温材の運搬 廃棄物搬出 ビニール袋に収納した保温材は一時保管場所まで運搬を実施する。

保温材（外装板）
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した保温材（外装板）は、熱交換器室内に保管す
る。

保温材撤去用ハウス
の撤去

グリーンハウス撤去
（一般以上）

保温材撤去用ハウスの撤去を実施する。

残留水回収用養生
の撤去

片付け整理
（スポット）

残留水回収用養生の撤去を実施する。

熱交換器接続配管
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器接続配管は、一時保管（仮仮置き
場）まで運搬する。

熱交換器室壁及びブースターポ
ンプ前壁の運搬

廃棄物搬出
土のう袋に収納しボックスパレットに収納したコンクリート片は、搬出口
より搬出する。

熱交換器室内配管/弁
等の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器室内配管/弁等は、熱交換器室内に保
管する。

熱交換器遮蔽板
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器遮蔽板は、熱交換器室内に保管す
る。

非再生熱交換器①
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器①水室は、熱交換器室内に保
管する。

非再生熱交換器②
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器②水室は、熱交換器室内に保
管する。

再生熱交換器
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した再生熱交換器水室は、熱交換器室内に保管す
る。

非再生熱交換器①
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器①は、熱交換器室内に保管す
る。なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

非再生熱交換器②
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器②は、熱交換器室内に保管す
る。なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

再生熱交換器
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した再生熱交換器は、熱交換器室内に保管する。
なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

細断ハウスの撤去
グリーンハウス撤去

（一般以上）
細断ハウスの撤去を実施する。

スラッジタンク
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したスラッジタンクは、熱交換器室内に保管す
る。

充填ポンプ室内配管/弁等
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した充填ポンプ室内配管/弁等は、充填ポンプ室内
に保管する。

充填ポンプ①
の運搬

廃棄物搬出
充填ポンプ①はポンプとモータ部は切り離して、原型保管とする。メッ
シュボックスに収納した架台等については、充填ポンプ室内に保管する。

後
処
理
作
業

項目
作業名

作業内容
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表-3 作業内容一覧表【シナリオⅡ】（4/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大区分 小区分

充填ポンプ②
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した充填ポンプ①はポンプとモータ部は切り離し
て、原型保管とする。メッシュボックスに収納した架台等については、充
填ポンプ室内に保管する。

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したブースターポンプ周辺配管/弁等は、充填ポン
プ室内に保管する。

ブースターポンプ
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したブースターポンプは、充填ポンプ室内に保管
する。

基礎架台コンクリート
の運搬

廃棄物搬出
土のう袋に収納しボックスパレットに収納したコンクリート片は、搬出口
より搬出する。

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

グリーンハウス撤去
(複数) 複数の基礎架台コンクリート撤去用ハウスを撤去する。

足場の撤去 足場撤去 作業エリア全体の足場を撤去する。

解体撤去物の運搬 廃棄物搬出 一時保管（仮仮置き）場所より、一時保管（仮置き）場所へ運搬する。

仮設分電盤の撤去 片付け整理(スポット) 作業用動力分電盤よりケーブルを解線し、仮設分電盤を撤去する。

資材等の搬出 資材機器搬出 機器搬出口より、資器材（一般工具、消耗品等）を搬出する。

整理整頓
片付け整理

(全体) 作業エリア全体の整理・整頓・清潔・清掃を実施する。

作業名
作業内容項目

後
処
理
作
業
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表-4 作業内容一覧表【シナリオⅢ】（1/4） 
 

 
 

大区分 小区分

突起物等の確認
及び対策

作業領域調査
作業エリアに存在する機器等に人又は物が接触することにより、内包物の
漏えい及び拡散、作業員の負傷、設備の損傷に繋がる可能性のある突起部
等の確認及び対策をする。

資器搬入/運搬 資材機器搬入 機器搬入口より、資器材（一般工具、消耗品等）の搬入を実施する。

仮設分電盤の設置 切断機設置
作業エリア近傍に仮設分電盤を設置し、ケーブルを敷設し作業用動力分電
盤への結線をする。

一時保管（仮仮置き場)
の養生

作業領域養生
(50㎡未満) 一時保管（仮仮置き）場所の養生を実施する。

汚染の状況調査 放射線測定 解体撤去範囲を事前サーベイし、汚染状況の確認をする。

解体範囲の識別 解体範囲設定 解体撤去範囲をビニールテープ等にて識別・選別する。

残留水回収範囲
の識別

残留水回収範囲設定
残留水回収範囲について配管穿孔箇所をビニールテープ等にて識別・選別
する。

保温材撤去用ハウス
の設置

グリーンハウス設置
(一般以上)

熱交換器及び配管に取り付けられている保温材を撤去するためのハウスを
設置する。

残留水回収範囲
の養生

作業領域養生
(スポット) 残留水回収箇所近傍を養生シートで養生する。

残留水回収/排水
(配管/弁)

残留水回収作業
(穿孔等)

ドレン弁を開放して回収し、付近のドレンファンネル又は床ドレンファン
ネルに排水をする。ドレン弁のみで構造上回収できない場合は、配管最下
部にドリル等にて穿孔することで回収をする。

残留水回収箇所
の閉止措置

閉止措置
施設側に残る配管等については、内部に異物が無いことを確認後、ゴム
シート等にて閉止をする。

作業エリアの養生
作業領域養生

(全体) 作業エリア全体の火気養生（防炎シート及びブリキ板等）をする。

足場の設置
足場設置
（全体）

作業エリア全体に対して足場を設置する。

メッシュボックスの搬入
収納容器搬入

(メッシュボックス) 屋外に保管中のメッシュボックスを建屋に搬入する。

壁撤去用ハウス
の設置

グリーンハウス設置
(一般以上) 熱交換器室の壁を撤去するためのグリーンハウスを設置する。

ボックスパレットの搬入
収納容器搬入

(ボックスパレット) 屋外に保管中のボックスパレットを建屋に搬入する。

壁開口部の養生
作業領域養生

(スポット) 熱交換器室の壁撤去後の開口部を養生シートで養生する。

細断ハウスの設置
グリーンハウス設置

(一般以上) 細断用のハウスを設置する。

切断箇所
の閉止措置

閉止措置 熱交換器と切り離した箇所について、ゴムシート等にて閉止をする。

非再生熱交換器②
の移動

機器移動
天井サポート及び熱交換器に吊りピースを溶接し、チェーンブロック等を
用いて、非再生熱交換器②を壁開口部より、細断ハウスまで運搬する。

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②)
残留水回収作業

(圧送)
熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

残留水回収/排水
(非再生熱交換器①)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

残留水回収/排水
(再生熱交換器)

残留水回収作業
(圧送)

熱交換器伝熱管内部に圧縮空気を流し込み残留水を回収をする。回収した
残留水は、付近のドレンファンネル又は床ドレンファンネルに排水をす
る。

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

グリーンハウス設置
(複数) 複数の基礎架台コンクリート撤去用ハウスを設置する。

一時保管（仮置き）
場所の設置

床面整備 床面の整備及び一時保管（仮置き）場所のフェンスを設置する。

項目
作業名

作業内容

準
備
作
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表-4 作業内容一覧表【シナリオⅢ】（2/4） 
 

 
 

大区分 小区分

保温材の撤去 保温材
保温材の取り外し、収納を実施する。外装板の取り外し後、保温材を取り
外して撤去を実施する。保温材はビニール袋2重にて収納する。

熱交換器接続配管
の撤去

配管 熱交換器接続配管の切断・収納を実施する。

熱交換器室壁の撤去 壁基礎 熱交換器室壁の撤去・収納を実施する。

ブースターポンプ前壁
の撤去

壁基礎 ブースターポンプ前の壁の撤去・収納を実施する。

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

配管 熱交換器室内配管/弁等の切断・収納を実施する。

熱交換器遮蔽板の撤去 架台 熱交換器周りに設置されている遮蔽板の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器①
水室の撤去

熱交換器 非再生熱交換器①水室の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器②
水室の撤去

熱交換器 非再生熱交換器②水室の切断・収納を実施する。

再生熱交換器
水室の撤去

熱交換器 再生熱交換器水室の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器①
の撤去

熱交換器 非再生熱交換器①の切断・収納を実施する。

非再生熱交換器②
の撤去

熱交換器 非再生熱交換器②の切断・収納を実施する。

再生熱交換器
の撤去

熱交換器 再生熱交換器の切断・収納を実施する。

スラッジタンク
の撤去

タンク スラッジタンクの切断・収納を実施する。

充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

配管 充填ポンプ室内配管/弁等の切断・収納を実施する。

充填ポンプ①
の撤去

ポンプ 充填ポンプ①の切断・収納を実施する。

充填ポンプ②
の撤去

ポンプ 充填ポンプ②の切断・収納を実施する。

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

配管 ブースターポンプ周辺配管/弁等の切断・収納を実施する。

ブースターポンプ
の撤去

ポンプ ブースターポンプの切断・収納を実施する。

基礎架台コンクリート
の撤去

壁基礎 基礎架台コンクリートの撤去・収納を実施する。

項目
作業名

作業内容

解
体
作
業
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表-4 作業内容一覧表【シナリオⅢ】（3/4） 
 

 
 
 

大区分 小区分

保温材の運搬 廃棄物搬出 ビニール袋に収納した保温材は一時保管場所まで運搬を実施する。

保温材（外装板）
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した保温材（外装板）は、熱交換器室内に保管す
る。

保温材撤去用ハウス
の撤去

グリーンハウス撤去
（一般以上）

保温材撤去用ハウスの撤去を実施する。

残留水回収用養生
の撤去

片付け整理
（スポット）

残留水回収用養生の撤去を実施する。

熱交換器接続配管
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器接続配管は、一時保管（仮仮置き
場）まで運搬する。

熱交換器室壁及びブースターポ
ンプ前壁の運搬

廃棄物搬出
土のう袋に収納しボックスパレットに収納したコンクリート片は、搬出口
より搬出する。

熱交換器室内配管/弁
等の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器室内配管/弁等は、熱交換器室内に保
管する。

熱交換器遮蔽板
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した熱交換器遮蔽板は、熱交換器室内に保管す
る。

非再生熱交換器①
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器①水室は、熱交換器室内に保
管する。

非再生熱交換器②
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器②水室は、熱交換器室内に保
管する。

再生熱交換器
水室の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した再生熱交換器水室は、熱交換器室内に保管す
る。

非再生熱交換器①
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器①は、熱交換器室内に保管す
る。なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

非再生熱交換器②
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した非再生熱交換器②は、熱交換器室内に保管す
る。なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

再生熱交換器
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した再生熱交換器は、熱交換器室内に保管する。
なお、切断が困難な管板については、原型の状態で保管する。

細断ハウスの撤去
グリーンハウス撤去

（一般以上）
細断ハウスの撤去を実施する。

スラッジタンク
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したスラッジタンクは、熱交換器室内に保管す
る。

充填ポンプ室内配管/弁等
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した充填ポンプ室内配管/弁等は、充填ポンプ室内
に保管する。

充填ポンプ①
の運搬

廃棄物搬出
充填ポンプ①はポンプとモータ部は切り離して、原型保管とする。メッ
シュボックスに収納した架台等については、充填ポンプ室内に保管する。

項目
作業名

作業内容

後
処
理
作
業
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表-4 作業内容一覧表【シナリオⅢ】（4/4） 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大区分 小区分

充填ポンプ②
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納した充填ポンプ①はポンプとモータ部は切り離し
て、原型保管とする。メッシュボックスに収納した架台等については、充
填ポンプ室内に保管する。

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したブースターポンプ周辺配管/弁等は、充填ポン
プ室内に保管する。

ブースターポンプ
の運搬

廃棄物搬出
メッシュボックスに収納したブースターポンプは、充填ポンプ室内に保管
する。

基礎架台コンクリート
の運搬

廃棄物搬出
土のう袋に収納しボックスパレットに収納したコンクリート片は、搬出口
より搬出する。

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

グリーンハウス撤去
(複数) 複数の基礎架台コンクリート撤去用ハウスを撤去する。

足場の撤去 足場撤去 作業エリア全体の足場を撤去する。

解体撤去物の運搬 廃棄物搬出 一時保管（仮仮置き）場所より、一時保管（仮置き）場所へ運搬する。

仮設分電盤の撤去 片付け整理(スポット) 作業用動力分電盤よりケーブルを解線し、仮設分電盤を撤去する。

資材等の搬出 資材機器搬出 機器搬出口より、資器材（一般工具、消耗品等）を搬出する。

整理整頓
片付け整理

(全体) 作業エリア全体の整理・整頓・清潔・清掃を実施する。

後
処
理
作
業

項目
作業名

作業内容
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表-5 作業人工数算出表【シナリオⅠ】（1/4） 
 

 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

突起物等の確認
及び対策

5.0 15.0 27.0 46.0 90.0 1.5 - - 69.0 50m2
以上の領域

資器搬入/運搬 4.3 10.2 19.5 36.5 58.5 1.0 - - 36.5 50m2
以上の領域

仮設分電盤の設置 6.4 15.7 28.6 43.8 75.2 1.0 - - 15.7 工事用電源設置

一時保管（仮仮置き場)の養
生

4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.0 - - 23.4 30㎡以上

50㎡未満

汚染の状況調査 3.0 5.0 9.0 13.0 23.0 1.5 - - 19.5 50m2
以上の領域

解体範囲の識別 4.5 10.2 18.8 33.4 53.3 1.5 - - 50.1 50m2
以上の領域

残留水回収範囲
の識別

4.5 10.2 18.8 33.4 53.3 1.5 - - 50.1 50m2
以上の領域

保温材撤去用ハウス
の設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.5 - - 57.3 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

残留水回収範囲
の養生

4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.5 - - 6.8 領域の一部

残留水回収/排水

(配管/弁) 11.0 1.5 - - 16.5 過去の実績より

残留水回収/排水

(非再生熱交換器①) 22.0 1.5 - - 33.0 過去の実績より

残留水回収/排水
(非再生熱交換器②) 22.0 1.5 - - 33.0 過去の実績より

残留水回収/排水

(再生熱交換器) 22.0 1.5 - - 33.0 過去の実績より

残留水回収箇所
の閉止措置

3.0 1.5 - - 4.5 過去の実績より

作業エリアの養生 4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.5 - - 102.8 50m2
以上の領域

足場の設置 5.2 11.0 22.9 44.0 74.2 1.5 - - 111.3 50m2
以上の領域

メッシュボックスの搬入 0.4 2.5 16.0 1.0 56 - 140.0 1m3
容器

壁撤去用ハウス
の設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.5 - - 57.3 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

ボックスパレットの搬入 0.4 2.5 16.0 1.0 36 - 90.0 〃

壁開口部の養生 4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.0 - - 4.5 領域の一部

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.0 - - 61.6 同一作業領域の複数
グリーンハウス

一時保管（仮置き）
場所の設置

22.0 1.0 - - 22.0 過去の実績より

解体
物量
（t）

評価結果※3

（人・h） 備考
狭隘

作業※2

作業単位係数※1
収納

容器数
（個）

項目

準
備
作
業
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表-5 作業人工数算出表【シナリオⅠ】（2/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

保温材の撤去 1.5 - 0.5 73.6 -

熱交換器室壁の撤去 1.0 - 18.8 280.1 -

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

1.5 - 4.5 262.6 -

熱交換器遮蔽板
の撤去

1.5 - 5.7 299.3 0.1m×1.8m×4m

非再生熱交換器①
水室の撤去

1.5 - 1.3 49.3 -

非再生熱交換器②
水室の撤去

1.5 - 1.3 49.3 -

再生熱交換器
水室の撤去

1.0 - 0.8 22.1 -

非再生熱交換器①
の撤去

1.5 - 5.3 209.1 -

非再生熱交換器②
の撤去

1.5 - 5.3 209.1 -

再生熱交換器
の撤去

1.0 - 5.7 149.9 -

スラッジタンク
の撤去

1.5 - 2.5 102.4 -

充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

1.5 - 4.2 245.1 -

充填ポンプ①
の撤去

1.5 - 4.2 82.2 -

充填ポンプ②
の撤去

1.5 - 4.2 82.2 -

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

1.0 - 2.0 77.8 -

ブースターポンプ
の撤去

1.0 - 0.6 7.9 -

基礎架台コンクリート
の撤去

1.0 - 16.5 245.9 -

解体
物量
（t）

作業単位係数※1
狭隘

作業※2

収納
容器数
（個）

評価結果
（人・h）

13.2

13.2

38.9

13.2

14.9

26.3

26.3

26.3

26.3

98.1

14.9

38.9

35.0

26.3

26.3

項目

解
体
作
業

38.9

27.3

備考
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表-5 作業人工数算出表【シナリオⅠ】（3/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

保温材の運搬 0.5 1.5 40 - 30.0 5Lビニール袋

保温材（外装板）
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.5 1 - 4.7 1m3
容器

保温材撤去用ハウス
の撤去

5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.5 - - 25.1 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

残留水回収用養生
の撤去

10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.5 - - 15.6 領域の一部

熱交換器室壁
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 19 - 58.9 1m3
容器

熱交換器室内配管/弁
等の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3
容器

熱交換器遮蔽板
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

非再生熱交換器②
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2 - 6.2 1m3
容器

非再生熱交換器①
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2 - 6.2 1m3
容器

再生熱交換器
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1 - 3.1 1m3
容器

非再生熱交換器①
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

非再生熱交換器②
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

再生熱交換器
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

スラッジタンク
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 3 - 9.3 1m3
容器

充填ポンプ室内配管/弁等
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3
容器

充填ポンプ①
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3
容器

充填ポンプ②
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3
容器

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2 - 6.2 1m3
容器

解体
物量
（t）

項目

後
処
理
作
業

作業単位係数※1
狭隘

作業※2

収納
容器数
（個）

評価結果
（人・h） 備考
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表-5 作業人工数算出表【シナリオⅠ】（4/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

ブースターポンプ
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1 - 3.1 1m3
容器

基礎架台コンクリート
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 17 - 52.7 1m3
容器

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.0 - - 36.0 同一作業領域の複数
グリーンハウス

足場の撤去 6.0 9.5 14.4 21.8 36.1 1.0 - - 36.1 50m2
以上の領域

解体撤去物の運搬 1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 56 - 173.6 -

仮設分電盤の撤去 10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.0 - - 10.4 領域の一部

資材等の搬出 5.4 14.3 24.9 38.5 70.2 1.0 - - 38.5 50m2
以上の領域

整理整頓 10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.0 - - 78.9 50m2
以上の領域

総合計 4216.4 人・h

解体
物量
（t）

  解体作業の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h/t）×物量（t）×狭隘補正（1.5 or 1.0）で算出。

  収納容器搬入・搬出の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h/個）×収納容器数（個）×狭隘補正（1.5 or 1.0）
で算出。

※2：狭隘作業:補正係数1.5の定数(通常作業は1.0)を乗ずることで補正。

収納
容器数
（個）

評価結果
（人・h） 備考

後
処
理
作
業

作業単位係数※1
狭隘

作業※2

※1：単位作業係数:定数又は物量を指標とした単位作業工数であり、作業内容に応じてレベルを選定。

※3：準備、後処理作業の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h）×狭隘補正（1.0 or 1.0）で算出。

項目
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表-6 作業人工数算出表【シナリオⅡ】（1/4） 
 

 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

突起物等の確認
及び対策

5.0 15.0 27.0 46.0 90.0 1.5 - - 69.0 50m2
以上の領域

資器搬入/運搬 4.3 10.2 19.5 36.5 58.5 1.0 - - 36.5 50m2
以上の領域

仮設分電盤の設置 6.4 15.7 28.6 43.8 75.2 1.0 - - 15.7 工事用電源設置

一時保管（仮仮置き場)の養

生
4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.0 - - 23.4 30㎡以上50㎡未

満

汚染の状況調査 3.0 5.0 9.0 13.0 23.0 1.5 - - 19.5 50m2
以上の領域

解体範囲の識別 4.5 10.2 18.8 33.4 53.3 1.5 - - 50.1 50m2
以上の領域

残留水回収範囲
の識別

4.5 10.2 18.8 33.4 53.3 1.5 - - 50.1 50m2
以上の領域

保温材撤去用ハウス
の設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.5 - - 57.3 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

残留水回収範囲
の養生

4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.5 - - 6.8 領域の一部

残留水回収/排水

(配管/弁) 11.0 1.5 - - 16.5 過去の実績より

残留水回収箇所
の閉止措置

3.0 1.5 - - 4.5 過去の実績より

作業エリアの養生 4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.5 - - 102.8 50m2
以上の領域

足場の設置 5.2 11.0 22.9 44.0 74.2 1.5 - - 111.3 50m2
以上の領域

メッシュボックスの搬入 0.4 2.5 16.0 1.0 56 - 140.0 1m3
、3m3

容器

壁撤去用ハウス
の設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.5 - - 57.3 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

ボックスパレットの搬入 0.4 2.5 16.0 1.0 47 - 117.5 〃

壁開口部の養生 4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.0 - 4.5 領域の一部

細断ハウスの設置 10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.0 - - 38.2 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

切断箇所
の閉止措置

3.0 1.5 - 4.5 過去の実績より

非再生熱交換器②
の移動

100.0 1.5 - - 150.0 過去の実績より

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②) 22.0 1.0 - - 22.0 過去の実績より

非再生熱交換器①
の移動

100.0 1.5 - - 150.0 過去の実績より

収納
容器数
（個）

解体
物量
（t）

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2
評価結果※3

（人・h） 備考

準
備
作
業
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表-6 作業人工数算出表【シナリオⅡ】（2/4） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②) 22.0 1.0 - - 22 過去の実績より

再生熱交換器
の移動

100.0 1.5 - - 150 過去の実績より

残留水回収/排水

(再生熱交換器) 22.0 1.0 - - 22 過去の実績より

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.0 - - 61.6 同一作業領域の複数
グリーンハウス

一時保管（仮置き）
場所の設置

22.0 1.0 - - 22 過去の実績より

保温材の撤去 1.5 - 0.5 73.575 -

熱交換器接続配管
の撤去

1.5 - 0.5 29.175 -

熱交換器室壁の撤去 1.0 - 18.8 280.12 -

ブースターポンプ前壁の撤
去

1.0 - 10.3 153.47 -

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

1.0 - 4.0 155.6 -

熱交換器遮蔽板の撤去 1.5 - 5.7 299.25 0.1m×1.8m×4m

非再生熱交換器①
水室の撤去

1.0 - 1.3 34.19 -

非再生熱交換器②
水室の撤去

1.0 - 1.3 34.19 -

再生熱交換器
水室の撤去

1.0 - 0.8 21.04 -

非再生熱交換器①
の撤去

1.0 - 5.3 139.39 -

非再生熱交換器②
の撤去

1.0 - 5.3 139.39 -

再生熱交換器
の撤去

1.0 - 5.7 149.91 -

収納
容器数
（個）

解体
物量
（t）

解
体
作
業

98.1

26.3

26.3

26.3

26.3

38.9

14.9

14.9

38.9

35.0

26.3

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2
評価結果
（人・h） 備考

準備
作
業

26.3
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表-6 作業人工数算出表【シナリオⅡ】（3/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

スラッジタンク
の撤去

1.5 - 2.5 102.4 -

充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

1.5 - 4.2 245.1 -

充填ポンプ①
の撤去

1.5 - 4.2 83.2 -

充填ポンプ②
の撤去

1.5 - 4.2 83.2 -

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

1.0 - 2 77.8 -

ブースターポンプ
の撤去

1.0 - 0.6 7.9 -

基礎架台コンクリート
の撤去

1.0 - 16.5 245.9 -

保温材の運搬 0.5 1.5 40 - 30.0 5Lビニール袋

保温材（外装板）
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.5 1 - 4.7 1m3
容器

保温材撤去用ハウス
の撤去

5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.5 - - 25.1 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

残留水回収用養生
の撤去

10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.5 - - 15.6 領域の一部

熱交換器接続配管
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1 - 3.1 1m3
容器

熱交換器室壁及びブース
ターポンプ前壁の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 30 - 93.0 1m3
容器

熱交換器室内配管/弁
等の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 4 - 12.4 1m3
容器

熱交換器遮蔽板
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

非再生熱交換器①
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2 - 6.2 1m3
容器

非再生熱交換器②
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2 - 6.2 1m3
容器

再生熱交換器
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1 - 3.1 1m3
容器

収納
容器数
（個）

解体
物量
（t）

13.2

13.2

38.9

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2
評価結果
（人・h） 備考

解
体
作
業

13.2

14.9

27.3

38.9

後
処
理
作
業
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表-6 作業人工数算出表【シナリオⅡ】（4/4） 
 

 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

非再生熱交換器①
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

非再生熱交換器②
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

再生熱交換器
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6 - 18.6 1m3
容器

細断ハウスの撤去 5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.0 - - 16.7 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

スラッジタンク
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 3 - 9.3 1m3
容器

充填ポンプ室内配管/弁等の

運搬
1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3

容器

充填ポンプ①
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3
容器

充填ポンプ②
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5 - 15.5 1m3
容器

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2 - 6.2 1m3
容器

ブースターポンプ
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1 - 3.1 1m3
容器

基礎架台コンクリート
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 17 - 52.7 1m3
容器

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.0 - - 36.0 同一作業領域の複数
グリーンハウス

足場の撤去 6.0 9.5 14.4 21.8 36.1 1.0 - - 36.1 50m2
以上の領域

解体撤去物の運搬 1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 56 - 173.6 -

仮設分電盤の撤去 10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.0 - - 10.4 領域の一部

資材等の搬出 5.4 14.3 24.9 38.5 70.2 1.0 - - 38.5 50m2
以上の領域

整理整頓 10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.0 - - 78.9 50m2
以上の領域

総合計 4661.3 人・h

※2：狭隘作業:補正係数1.5の定数(通常作業は1.0)を乗ずることで補正。

  解体作業の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h/t）×物量（t）×狭隘補正（1.5 or 1.0）で算出。

  収納容器搬入・搬出の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h/個）×収納容器数（個）×狭隘補正（1.5 or 1.0）
で算出。

後
処
理
作
業

※1：単位作業係数:定数又は物量を指標とした単位作業工数であり、作業内容に応じてレベルを選定。

※3：準備、後処理作業の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h）×狭隘補正（1.0 or 1.0）で算出。

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2

収納
容器数
（個）

評価結果
（人・h） 備考

解体
物量
（t）
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表-7 作業人工数算出表【シナリオⅢ】（1/4） 
 

 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

突起物等の確認
及び対策

5.0 15.0 27.0 46.0 90.0 1.5 - - 69.0 50m2
以上の領域

資器搬入/運搬 4.3 10.2 19.5 36.5 58.5 1.0 - - 36.5 50m2
以上の領域

仮設分電盤の設置 6.4 15.7 28.6 43.8 75.2 1.0 - - 15.7 工事用電源設置

一時保管（仮仮置き場)の養

生
4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.0 - - 23.4 30㎡以上50㎡未満

汚染の状況調査 3.0 5.0 9.0 13.0 23.0 1.5 - - 19.5 50m2
以上の領域

解体範囲の識別 4.5 10.2 18.8 33.4 53.3 1.5 - - 50.1 50m2
以上の領域

残留水回収範囲
の識別

4.5 10.2 18.8 33.4 53.3 1.5 - - 50.1 50m2
以上の領域

保温材撤去用ハウス
の設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.5 - - 57.3 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

残留水回収範囲
の養生

4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.5 - - 6.8 領域の一部

残留水回収/排水

(配管/弁) 11.0 1.5 - - 16.5 過去の実績より

残留水回収箇所
の閉止措置

3.0 1.5 - - 4.5 過去の実績より

作業エリアの養生 4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.5 - - 102.8 50m2
以上の領域

足場の設置 5.2 11.0 22.9 44.0 74.2 1.5 - - 111.3 50m2
以上の領域

メッシュボックスの搬入 0.4 2.5 16.0 1.0 56 - 140.0 1m3
、3m3

容器

壁撤去用ハウス
の設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.5 - - 57.3
一般的な大きさ
以上のグリーン

ハウス

ボックスパレットの搬入 0.4 2.5 16.0 1.0 47 - 117.5 〃

壁開口部の養生 4.5 12.6 23.4 39.0 68.5 1.0 - - 4.5 領域の一部

細断ハウスの設置 10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.0 - - 38.2 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

切断箇所
の閉止措置

3.0 1.5 - - 4.5 過去の実績より

非再生熱交換器②
の移動

100.0 1.5 - - 150.0 過去の実績より

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②) 22.0 1.0 - - 22.0 過去の実績より

残留水回収/排水

(非再生熱交換器①) 22.0 1.0 - - 22.0 過去の実績より

準
備
作
業

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2

収納
容器数
（個）

評価結果※3

（人・h） 備考
解体
物量
（t）
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表-7 作業人工数算出表【シナリオⅢ】（2/4） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

残留水回収/排水

(再生熱交換器) 22.0 1.0 - - 22.0 過去の実績より

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

10.3 23.7 38.2 61.6 90.9 1.0 - - 61.6 同一作業領域の複数
グリーンハウス

一時保管（仮置き）
場所の設置

22.0 1.0 - - 22.0 過去の実績より

保温材の撤去 1.5 - 0.5 73.6 -

熱交換器接続配管
の撤去

1.5 - 0.5 29.2 -

熱交換器室壁の撤去 1.0 - 18.8 280.1 -

ブースターポンプ前壁の撤
去

1.0 - 10.3 153.5 -

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

1.0 - 4.0 155.6 -

熱交換器遮蔽板の撤去 1.5 - 5.7 299.3 0.1m×1.8m×4m

非再生熱交換器①
水室の撤去

1.5 - 1.3 51.3 -

非再生熱交換器②
水室の撤去

1.0 - 1.3 34.2 -

再生熱交換器
水室の撤去

1.0 - 0.8 21.0 -

非再生熱交換器①
の撤去

1.5 - 5.3 209.1 -

非再生熱交換器②
の撤去

1.0 - 5.3 139.4 -

再生熱交換器
の撤去

1.0 - 5.7 149.9 -

スラッジタンク
の撤去

1.5 - 2.5 102.4 -

充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

1.5 - 4.2 245.1 -

準備
作
業

98.1

38.9

14.9

14.9

解
体
作
業

38.9

26.3

26.3

26.3

26.3

26.3

27.3

38.9

35.0

26.3

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2

収納
容器数
（個）

評価結果
（人・h） 備考

解体
物量
（t）
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表-7 作業人工数算出表【シナリオⅢ】（3/4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

充填ポンプ①
の撤去

1.5 - 4.2 83.2 -

充填ポンプ②
の撤去

1.5 - 4.2 83.2 -

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

1.0 - 2.0 77.8 -

ブースターポンプ
の撤去

1.0 - 0.6 7.9 -

基礎架台コンクリート
の撤去

1.0 - 16.5 245.9 -

保温材の運搬 0.5 1.5 40 - 30.0 5Lビニール袋

保温材（外装板）
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.5 1 - 4.7 1m3
容器

保温材撤去用ハウス
の撤去

5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.5 - - 25.1 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

残留水回収用養生
の撤去

10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.5 - - 15.6 領域の一部

熱交換器接続配管
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1.0 - 3.1 1m3
容器

熱交換器室壁及びブース
ターポンプ前壁の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 30.0 - 93.0 1m3
容器

熱交換器室内配管/弁
等の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 4.0 - 12.4 1m3
容器

熱交換器遮蔽板
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6.0 - 18.6 1m3
容器

非再生熱交換器①
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2.0 - 6.2 1m3
容器

非再生熱交換器②
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2.0 - 6.2 1m3
容器

再生熱交換器
水室の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1.0 - 3.1 1m3
容器

非再生熱交換器①
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6.0 - 18.6 1m3
容器

非再生熱交換器②
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6.0 - 18.6 1m3
容器

解
体
作
業

後
処
理
作
業

13.2

38.9

13.2

13.2

14.9

備考項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2

収納
容器数
（個）

評価結果
（人・h）

解体
物量
（t）
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表-7 作業人工数算出表【シナリオⅢ】（4/4） 
 

 
 
 
 
 
 

作業名

大区分
レベル

1
レベル

2
レベル

3
レベル

4
レベル

5

再生熱交換器
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 6.0 - 18.6 1m3
容器

細断ハウスの撤去 5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.0 - - 16.7 一般的な大きさ以上
のグリーンハウス

スラッジタンク
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 3.0 - 9.3 1m3
容器

充填ポンプ室内配管/弁等

の運搬
1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5.0 - 15.5 1m3

容器

充填ポンプ①
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5.0 - 15.5 1m3
容器

充填ポンプ②
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 5.0 - 15.5 1m3
容器

ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 2.0 - 6.2 1m3
容器

ブースターポンプ
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 1.0 - 3.1 1m3
容器

基礎架台コンクリート
の運搬

1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 17.0 - 52.7 1m3
容器

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

5.8 11.0 16.7 24.4 36.0 1.0 - - 36.0 同一作業領域の複数
グリーンハウス

足場の撤去 6.0 9.5 14.4 21.8 36.1 1.0 - - 36.1 50m2
以上の領域

解体撤去物の運搬 1.2 3.1 18.5 2.5 1.0 56.0 - 173.6 -

仮設分電盤の撤去 10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.0 - - 10.4 領域の一部

資材等の搬出 5.4 14.3 24.9 38.5 70.2 1.0 - - 14.3 50m2
以上の領域

整理整頓 10.4 27.9 41.6 78.9 124.0 1.0 - - 27.9 50m2
以上の領域

総合計 4372.9 人・h

収納
容器数
（個）

解体
物量
（t）

※1：単位作業係数:定数又は物量を指標とした単位作業工数であり、作業内容に応じてレベルを選定。

  解体作業の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h/t）×物量（t）×狭隘補正（1.5 or 1.0）で算出。

  収納容器搬入・搬出の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h/個）×収納容器数（個）×狭隘補正（1.5 or 1.0）
で算出。

項目
作業単位係数※1

狭隘

作業※2
評価結果
（人・h） 備考

後
処
理
作
業

※3：準備、後処理作業の評価式:人工数＝作業単位係数（人・h）×狭隘補正（1.0 or 1.0）で算出。

※2：狭隘作業:補正係数1.5の定数(通常作業は1.0)を乗ずることで補正。
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表-11 作業期間算出表【シナリオⅠ】 
 

 
 

 
 
 
 

作業人工数
（人・h）

作業日数※

（d）
作業人工数
（人・h）

作業日数※

（d）

突起物等の確認及び対策 69.0 1.3 再生熱交換器水室の撤去 22.1 0.4
資材搬入/運搬 36.5 0.7 再生熱交換器水室の運搬 3.1 0.1
仮設分電盤の設置 残留水回収/排水(非再生熱交換器①)

一時保管場所（仮仮置き場）の養生 残留水回収/排水(非再生熱交換器②)

汚染の状況調査 残留水回収/排水(再生熱交換器)
解体範囲の識別 非再生熱交換器①の撤去

残留水回収範囲の識別 非再生熱交換器②の撤去

↓ 非再生熱交換器①の運搬

保温材撤去用ハウスの設置 57.3 1.0 非再生熱交換器②の運搬

保温材の撤去 73.6 1.3 再生熱交換器の撤去

保温材の運搬 スラッジタンクの撤去

 保温材（外装板）の運搬 再生熱交換器の運搬

保温材撤去用ハウスの撤去 25.1 0.5 スラッジタンクの運搬

↓ 充填ポンプ室周辺配管/弁等の撤去

残留水回収範囲の養生 6.8 0.1 ブースターポンプ内配管/弁等の撤去

残留水回収/排水(配管/弁等) 16.5 0.3 充填ポンプ室周辺配管/弁等の運搬

残留水回収箇所の閉止措置 4.5 0.1 ブースターポンプ内配管/弁等の運搬

残留水回収用養生の撤去(配管/弁等) 15.6 0.3 充填ポンプ①の撤去

↓ ブースターポンプの撤去

壁撤去用ハウスの設置 57.3 1.0 充填ポンプ①の運搬

熱交換器室壁の撤去 280.1 5.1 ブースターポンプの運搬

ボックスパレットの搬入 90.0 1.6 充填ポンプ②の撤去 82.2 1.5
熱交換器室壁の運搬 58.9 1.1 充填ポンプ②の運搬 15.5 0.3

↓ 基礎架台コンクリート撤去用ハウスの設置 61.6 1.1
足場の設置 基礎架台コンクリートの撤去 245.9 4.5
作業エリアの養生 基礎架台コンクリートの運搬 52.7 1.0
壁開口部の養生

↓ 基礎架台コンクリート撤去用ハウスの撤去 36.0 0.7
熱交換器室内配管/弁等の撤去 262.6 4.8 足場の撤去 36.1 0.7
メッシュボックスの搬入 140.0 2.5 一時保管(仮置き)場所の設置 22.0 0.4
熱交換器室内配管/弁等の運搬 15.5 0.3 解体撤去物の運搬 173.6 3.2
熱交換器遮蔽板の撤去 299.3 5.4 仮設分電盤の撤去 10.4 0.2
熱交換器遮蔽板の運搬 18.6 0.3 資材等の搬出 38.5 0.7
非再生熱交換器①水室の撤去 整理整頓 78.9 1.4
非再生熱交換器②水室の撤去

非再生熱交換器①水室の運搬 総合計 62.5 (d)
非再生熱交換器②水室の運搬

※下線部は並行作業を示す。

※1日の作業時間を5.5時間、作業体制を10名体制で実施した場合の作業日数（d）
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表-12 作業期間算出表【シナリオⅡ】 
 

 

 
 

作業人工数
（人・h）

作業日数※

（d）
作業人工数
（人・h）

作業日数※

（d）

突起物等の確認及び対策 69.0 1.3 残留水回収/排水(非再生熱交換器②) 22.0 0.4
資材搬入/運搬 36.5 0.7 非再生熱交換器②の撤去 139.39 2.5
仮設分電盤の設置 非再生熱交換器②の運搬 18.6 0.3
一時保管場所（仮仮置き場）の養生 非再生熱交換器①の移動 150.0 2.7
汚染の状況調査 非再生熱交換器①水室の撤去 34.19 0.6
解体範囲の識別 非再生熱交換器①水室の運搬 6.2 0.1
残留水回収範囲の識別 残留水回収/排水(非再生熱交換器①) 22 0.4

↓ 非再生熱交換器①の撤去 139.39 2.5
保温材撤去用ハウスの設置 57.3 1.0 非再生熱交換器①の運搬 18.6 0.3
保温材の撤去 73.575 1.3 再生熱交換器移動 150 2.7
保温材の運搬 再生熱交換器水室の撤去 21.04 0.4

 保温材（外装板）の運搬 再生熱交換器水室の運搬 3.1 0.1
保温材撤去用ハウスの撤去 25.1 0.5 残留水回収/排水(再生熱交換器) 22 0.4

↓ 再生熱交換器の撤去 149.91 2.7
残留水回収範囲の養生 6.8 0.1 再生熱交換器の運搬 18.6 0.3
残留水回収/排水(配管/弁等) 16.5 0.3 細断ハウス撤去 16.7 0.3
残留水回収箇所の閉止措置 4.5 0.1 スラッジタンクの撤去 102.4 1.9
残留水回収用養生の撤去(配管/弁等) 15.6 0.3 スラッジタンクの運搬 9.3 0.2

↓ 充填ポンプ室内配管/弁等の撤去

壁撤去用ハウスの設置 57.3 1.0 ブースターポンプ周辺配管/弁等の撤去

熱交換器室壁及びブースターポンプ前壁の撤去 433.59 7.9 充填ポンプ室内配管/弁等の運搬

ボックスパレットの搬入 117.5 2.1 ブースターポンプ周辺配管/弁等の運搬

熱交換器室壁及びブースターポンプ前壁の運搬 93.0 1.7 ブースターポンプの撤去

↓ 充填ポンプ①の撤去

足場の設置 ブースターポンプの運搬

作業エリアの養生 充填ポンプ①の運搬

壁開口部の養生 充填ポンプ②の撤去 83.2 1.5
細断ハウス設置 38.2 0.7 充填ポンプ②の運搬 15.5 0.3

↓ 基礎架台コンクリート撤去用ハウスの設置 61.6 1.1
メッシュボックスの搬入 140.0 2.5 基礎架台コンクリート撤去 245.9 4.5
熱交換器室内配管/弁等の撤去 155.6 2.8 基礎架台コンクリートの運搬 52.7 1.0
熱交換器室内配管/弁等の運搬 12.4 0.2 ↓

熱交換器遮蔽板の撤去 299.25 5.4 基礎架台コンクリート撤去用ハウスの撤去 36.0 0.7
熱交換器遮蔽板の運搬 18.6 0.3 足場の撤去 36.1 0.7
熱交換器接続配管の撤去 29.175 0.5 一時保管(仮置き)場所の設置 22 0.4
熱交換器接続配管の運搬 3.1 0.1 解体撤去物の運搬 173.6 3.2
切断箇所の閉止措置 4.5 0.1 仮設分電盤の撤去 10.4 0.2
非再生熱交換器②の移動 150.0 2.7 資材等の搬出 38.5 0.7
非再生熱交換器②水室の撤去 34.19 0.6 整理整頓 78.9 1.4
非再生熱交換器②水室の運搬 6.2 0.1

総合計 79.0 (d)
※下線部は並行作業を示す。

※1日の作業時間を5.5時間、作業体制を10名体制で実施した場合の作業日数（d）

83.2

15.5

4.5

0.3

1.5

0.3

245.1

15.5

作業項目 作業項目

作
業
準
備
作
業

0.9

解
体
作
業

後
処
理
作
業

解
体
作
業

保
温
材
撤
去
作
業

0.5

残留水
回収
作業

作業
干渉物
撤去
作業

解体前
準備
作業

50.1

30.0

111.3 2.0
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表-13 作業期間算出表【シナリオⅢ】 
 

 

 
 

作業人工数
（人・h）

作業日数※

（d）
作業人工数
（人・h）

作業日数※

（d）

突起物等の確認及び対策 69.0 1.3 残留水回収/排水(非再生熱交換器②) 22.0 0.4
資材搬入/運搬 36.5 0.7 非再生熱交換器②の撤去 139.4 2.5
仮設分電盤の設置 非再生熱交換器②の運搬 18.6 0.3
一時保管場所（仮仮置き場）の養生 非再生熱交換器①水室の撤去

汚染の状況調査 再生熱交換器水室の撤去

解体範囲の識別 非再生熱交換器①水室の運搬

残留水回収範囲の識別 再生熱交換器水室の運搬

↓ 残留水回収/排水(非再生熱交換器①)

保温材撤去用ハウスの設置 57.3 1.0 残留水回収/排水(再生熱交換器)

保温材の撤去 73.6 1.3 非再生熱交換器①の撤去

保温材の運搬 再生熱交換器の撤去

 保温材（外装板）の運搬 非再生熱交換器①の運搬

保温材撤去用ハウスの撤去 25.1 0.5 再生熱交換器の運搬

↓ 細断ハウス撤去 16.7 0.3
残留水回収範囲の養生 6.8 0.1 スラッジタンクの撤去 102.4 1.9
残留水回収/排水(配管/弁等) 16.5 0.3 スラッジタンクの運搬 9.3 0.2
残留水回収箇所の閉止措置 4.5 0.1 充填ポンプ室内配管/弁等の撤去

残留水回収用養生の撤去(配管/弁等) 15.6 0.3 ブースターポンプ周辺配管/弁等の撤去

↓ 充填ポンプ室内配管/弁等の運搬

壁撤去用ハウスの設置 57.3 1.0 ブースターポンプ周辺配管/弁等の運搬

熱交換器室壁及びブースターポンプ前壁の撤去 433.59 7.9 ブースターポンプの撤去

ボックスパレットの搬入 117.5 2.1 充填ポンプ①の撤去

熱交換器室壁及びブースターポンプ前壁の運搬 93.0 1.7 ブースターポンプの運搬

↓ 充填ポンプ①の運搬

足場の設置 充填ポンプ②の撤去 83.2 1.5
作業エリアの養生 充填ポンプ②の運搬 15.5 0.3
壁開口部の養生 基礎架台コンクリート撤去用ハウスの設置 61.6 1.1
細断ハウス設置 38.2 0.7 基礎架台コンクリート撤去 245.9 4.5

↓ 基礎架台コンクリートの運搬 52.7 1.0
メッシュボックスの搬入 140.0 2.5
熱交換器室内配管/弁等の撤去 155.6 2.8 基礎架台コンクリート撤去用ハウスの撤去 36.0 0.7
熱交換器室内配管/弁等の運搬 12.4 0.2 足場の撤去 36.1 0.7
熱交換器遮蔽板の撤去 299.3 5.4 一時保管(仮置き)場所の設置 22.0 0.4
熱交換器遮蔽板の運搬 18.6 0.3 解体撤去物の運搬 173.6 3.2
熱交換器接続配管の撤去 29.2 0.5 仮設分電盤の撤去 10.4 0.2
熱交換器接続配管の運搬 3.1 0.1 資材等の搬出 14.3 0.3
切断箇所の閉止措置 4.5 0.1 整理整頓 27.9 0.5
非再生熱交換器②の移動 150.0 2.7
非再生熱交換器②水室の撤去 34.2 0.6 総合計 69.9 (d)
非再生熱交換器②水室の運搬 6.2 0.1

※下線部は並行作業を示す。

※1日の作業時間を5.5時間、作業体制を10名体制で実施した場合の作業日数（d）

50.1

30.0

111.3

51.3

後
処
理
作
業

解体前
準備
作業

2.0

0.9

0.1

0.4

3.8

0.3

解
体
作
業

解
体
作
業

保
温
材
撤
去
作
業

0.5

4.5

残留水
回収
作業

0.3

1.5
作業
干渉物
撤去
作業

0.3

作業項目 作業項目

作
業
準
備
作
業

0.9

6.2

22.0

209.1

18.6

245.1

15.5

83.2

15.5
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表-14 二次廃棄物算出表【シナリオⅠ】 
 

 
 

突起物等の確認
及び対策

69.0 6.8 充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

245.1 24.1

資器搬入/運搬 36.5 3.6  充填ポンプ①の撤去 82.2 8.1

仮設分電盤の設置 15.7 1.5  充填ポンプ②の撤去 82.2 8.1

一時保管（仮仮置き場)
の養生

23.4 2.3 ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

77.8 7.7

汚染の状況調査 19.5 1.9 ブースターポンプ
の撤去

7.9 0.8

解体範囲の識別 50.1 4.9 基礎架台コンクリート
の撤去

245.9 24.2

残留水回収範囲
の識別

50.1 4.9 保温材の運搬 30.0 3.0

保温材撤去用ハウス
の設置

57.3 5.6 保温材（外装板）
の運搬

4.7 0.5

残留水回収範囲
の養生

6.8 0.7 保温材撤去用ハウス
の撤去

25.1 2.5

残留水回収/排水

(配管/弁) 16.5 1.6 残留水回収用養生
の撤去

15.6 1.5

残留水回収/排水

(非再生熱交換器①) 33.0 3.2 熱交換器室壁
の運搬

58.9 5.8

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②) 33.0 3.2 熱交換器室内配管/弁
等の運搬

15.5 1.5

残留水回収/排水

(再生熱交換器) 33.0 3.2 熱交換器遮蔽板
の運搬

18.6 1.8

残留水回収箇所
の閉止措置

4.5 0.4 非再生熱交換器②
水室の運搬

6.2 0.6

作業エリアの養生 102.8 10.1 非再生熱交換器①
水室の運搬

6.2 0.6

足場の設置 111.3 11.0 再生熱交換器
水室の運搬

3.1 0.3

メッシュボックス
の搬入

140.0 13.8 非再生熱交換器①
の運搬

18.6 1.8

壁撤去用ハウス
の設置

57.3 5.6 非再生熱交換器②
の運搬

18.6 1.8

ボックスパレット
の搬入

90.0 8.9 再生熱交換器
の運搬

18.6 1.8

壁開口部の養生 4.5 0.4 スラッジタンク
の運搬

9.3 0.9

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

61.6 6.1 充填ポンプ室内配管/弁等

の運搬
15.5 1.5

一時保管（仮置き）
場所の設置

22.0 2.2 充填ポンプ①
の運搬

15.5 1.5

保温材の撤去 73.6 7.2 充填ポンプ②
の運搬

15.5 1.5

熱交換器室壁の撤去 280.1 27.6 ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

6.2 0.6

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

262.6 25.8 ブースターポンプ
の運搬

3.1 0.3

熱交換器遮蔽板
の撤去

299.3 29.4 基礎架台コンクリート
の運搬

52.7 5.2

非再生熱交換器①
水室の撤去

49.3 4.9 基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

36.0 3.5

非再生熱交換器②
水室の撤去

49.3 4.9 足場の撤去 36.1 3.6

再生熱交換器
水室の撤去

22.1 2.2 解体撤去物の運搬 173.6 17.1

非再生熱交換器①
の撤去

209.1 20.6 仮設分電盤の撤去 10.4 1.0

非再生熱交換器②
の撤去

209.1 20.6 資材等の搬出 38.5 3.8

再生熱交換器
の撤去

149.9 14.8 整理整頓 78.9 7.8

スラッジタンク
の撤去

102.4 10.1 総合計 414.9 (kg)

後
処
理
作
業

項目 作業名
作業人工数
（人・h）

二次廃棄物量
(kg)

準
備
作
業

解
体
作
業

二次廃棄物量
(kg)

解
体
作
業

項目 作業名
作業人工数
（人・h）
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表-15 二次廃棄物算出表【シナリオⅡ】 
 

 

突起物等の確認
及び対策

69.0 6.8 非再生熱交換器②
の撤去

139.4 13.7

資器搬入/運搬 36.5 3.6 再生熱交換器
の撤去

149.9 14.8

仮設分電盤の設置 15.7 1.5 スラッジタンク
の撤去

102.4 10.1

一時保管（仮仮置き場)
の養生

23.4 2.3 充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

245.1 24.1

汚染の状況調査 19.5 1.9 充填ポンプ①
の撤去

83.2 8.2

解体範囲の識別 50.1 4.9 充填ポンプ②
の撤去

83.2 8.2

残留水回収範囲
の識別

50.1 4.9 ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

77.8 7.7

保温材撤去用ハウス
の設置

57.3 5.6 ブースターポンプ
の撤去

7.9 0.8

残留水回収範囲
の養生

6.8 0.7 基礎架台コンクリート
の撤去

245.9 24.2

残留水回収/排水

(配管/弁) 16.5 1.6 保温材の運搬 30.0 3.0

残留水回収箇所
の閉止措置

4.5 0.4 保温材（外装板）
の運搬

4.7 0.5

作業エリアの養生 102.8 10.1 保温材撤去用ハウス
の撤去

25.1 2.5

足場の設置 111.3 11.0 残留水回収用養生
の撤去

15.6 1.5

メッシュボックス
の搬入

140.0 13.8 熱交換器接続配管
の運搬

3.1 0.3

壁撤去用ハウス
の設置

57.3 5.6 熱交換器室壁及び
ブースターポンプ前壁の運搬

93.0 9.2

ボックスパレット
の搬入

117.5 11.6 熱交換器室内配管/弁
等の運搬

12.4 1.2

壁開口部の養生 4.5 0.4 熱交換器遮蔽板
の運搬

18.6 1.8

細断ハウスの設置 38.2 3.8 非再生熱交換器①
水室の運搬

6.2 0.6

切断箇所
の閉止措置

4.5 0.4 非再生熱交換器②
水室の運搬

6.2 0.6

非再生熱交換器①
の移動

150.0 14.8 再生熱交換器
水室の運搬

3.1 0.3

残留水回収/排水

(非再生熱交換器①) 22.0 2.2 非再生熱交換器①
の運搬

18.6 1.8

 非再生熱交換器②の移動 150.0 14.8 非再生熱交換器②
の運搬

18.6 1.8

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②) 22.0 2.2 再生熱交換器
の運搬

18.6 1.8

再生熱交換器
の移動

150.0 14.8 細断ハウスの撤去 16.7 1.6

残留水回収/排水

(再生熱交換器) 22.0 2.2 スラッジタンク
の運搬

9.3 0.9

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

61.6 6.1 充填ポンプ室内配管/弁等

の運搬
15.5 1.5

一時保管（仮置き）
場所の設置

22.0 2.2 充填ポンプ①
の運搬

15.5 1.5

保温材の撤去 73.6 7.2 充填ポンプ②
の運搬

15.5 1.5

熱交換器接続配管
の撤去

29.2 2.9 ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

6.2 0.6

熱交換器室壁の撤去 280.1 27.6 ブースターポンプ
の運搬

3.1 0.3

ブースターポンプ前壁の撤
去

153.5 15.1 基礎架台コンクリート
の運搬

52.7 5.2

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

155.6 15.3 基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

36.0 3.5

熱交換器遮蔽板の撤去 299.3 29.4 足場の撤去 36.1 3.6

非再生熱交換器①
水室の撤去

34.2 3.4 解体撤去物の運搬 173.6 17.1

非再生熱交換器②
水室の撤去

34.2 3.4 仮設分電盤の撤去 10.4 1.0

再生熱交換器
水室の撤去

21.0 2.1 資材等の搬出 38.5 3.8

非再生熱交換器①
の撤去

139.4 13.7 整理整頓 78.9 7.8

総合計 458.7 (kg)

二次廃棄物量
(kg)

解
体
作
業

解
体
作
業

後
処
理
作
業

項目 作業名
作業人工数
（人・h）

準
備
作
業

項目 作業名
作業人工数
（人・h）

二次廃棄物量
(kg)
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表-16 二次廃棄物算出表【シナリオⅢ】 
 

 

突起物等の確認
及び対策

69.0 6.8 再生熱交換器
の撤去

149.9 14.8

資器搬入/運搬 36.5 3.6 スラッジタンク
の撤去

102.4 10.1

仮設分電盤の設置 15.7 1.5 充填ポンプ室内
配管/弁等の撤去

245.1 24.1

一時保管（仮仮置き場)
の養生

23.4 2.3 充填ポンプ①
の撤去

83.2 8.2

汚染の状況調査 19.5 1.9 充填ポンプ②
の撤去

83.2 8.2

解体範囲の識別 50.1 4.9 ブースターポンプ周辺
配管/弁等の撤去

77.8 7.7

残留水回収範囲
の識別

50.1 4.9 ブースターポンプ
の撤去

7.9 0.8

保温材撤去用ハウス
の設置

57.3 5.6 基礎架台コンクリート
の撤去

245.9 24.2

残留水回収範囲
の養生

6.8 0.7 保温材の運搬 30.0 3.0

残留水回収/排水

(配管/弁) 16.5 1.6 保温材（外装板）
の運搬

4.7 0.5

残留水回収箇所
の閉止措置

4.5 0.4 保温材撤去用ハウス
の撤去

25.1 2.5

作業エリアの養生 102.8 10.1 残留水回収用養生
の撤去

15.6 1.5

足場の設置 111.3 11.0 熱交換器接続配管
の運搬

3.1 0.3

メッシュボックス
の搬入

140.0 13.8 熱交換器室壁及び
ブースターポンプ前壁の運搬

93.0 9.2

壁撤去用ハウス
の設置

57.3 5.6 熱交換器室内配管/弁
等の運搬

12.4 1.2

ボックスパレット
の搬入

117.5 11.6 熱交換器遮蔽板
の運搬

18.6 1.8

壁開口部の養生 4.5 0.4 非再生熱交換器①
水室の運搬

6.2 0.6

細断ハウスの設置 38.2 3.8 非再生熱交換器②
水室の運搬

6.2 0.6

切断箇所
の閉止措置

4.5 0.4 再生熱交換器
水室の運搬

3.1 0.3

非再生熱交換器②
の移動

150.0 14.8 非再生熱交換器①
の運搬

18.6 1.8

残留水回収/排水

(非再生熱交換器②) 22.0 2.2 非再生熱交換器②
の運搬

18.6 1.8

残留水回収/排水

(非再生熱交換器①) 22.0 2.2 再生熱交換器
の運搬

18.6 1.8

残留水回収/排水

(再生熱交換器) 22.0 2.2 細断ハウスの撤去 16.7 1.6

基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの設置

61.6 6.1 スラッジタンク
の運搬

9.3 0.9

一時保管（仮置き）
場所の設置

22.0 2.2 充填ポンプ室内配管/弁等

の運搬
15.5 1.5

保温材の撤去 73.6 7.2 充填ポンプ①
の運搬

15.5 1.5

熱交換器接続配管
の撤去

29.2 2.9 充填ポンプ②
の運搬

15.5 1.5

熱交換器室壁の撤去 280.1 27.6 ブースターポンプ周辺
配管/弁等の運搬

6.2 0.6

ブースターポンプ前壁の撤
去

153.5 15.1 ブースターポンプ
の運搬

3.1 0.3

熱交換器室内配管/弁
等の撤去

155.6 15.3 基礎架台コンクリート
の運搬

52.7 5.2

熱交換器遮蔽板の撤去 299.3 29.4 基礎架台コンクリート
撤去用ハウスの撤去

36.0 3.5

非再生熱交換器①
水室の撤去

51.3 5.0 足場の撤去 36.1 3.6

非再生熱交換器②
水室の撤去

34.2 3.4 解体撤去物の運搬 173.6 17.1

再生熱交換器
水室の撤去

21.0 2.1 仮設分電盤の撤去 10.4 1.0

非再生熱交換器①
の撤去

209.1 20.6 資材等の搬出 14.3 1.4

非再生熱交換器②
の撤去

139.4 13.7 整理整頓 27.9 2.7

総合計 430.3 (kg)

二次廃棄物量
(kg)

解
体
作
業

解
体
作
業

後
処
理
作
業

項目 作業名
作業人工数
（人・h）

準
備
作
業

項目 作業名
作業人工数
（人・h）

二次廃棄物量
(kg)
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表-17 プロジェクト管理データ評価結果 
 

 
 
 

表-18 プロジェクト管理データの無次元化結果 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

解体撤去物
(t)

二次廃棄物
(kg)

プロジェクト
管理データ

放射性
廃棄物量

作業人工数
（人・h）

作業者被ばく線量
（人・mSv）

作業期間
（d）

シナリオⅠ
（原位置解体）

シナリオⅡ
（移動解体）

シナリオⅢ
（原位置&移動解体）

4,216.4

331.9 152.6

4,661.3 4,372.9

187.0

69.9

93.3

430.3

62.5

83.0

414.9 458.7

93.3

79.0

※ 数字が低いほど合理的な評価である。

解体撤去物 0.89 1.00 1.00

二次廃棄物 0.90 1.00 0.94

プロジェクト
管理データ

作業人工数

作業者被ばく線量

作業期間

放射性
廃棄物量

シナリオⅠ
（原位置解体）

シナリオⅡ
（移動解体）

シナリオⅢ
（原位置&移動解体）

0.88

0.56

0.94

0.90 1.00 0.97

1.00

0.46

1.000.76

1.00

0.90

3.56 3.46 3.35全プロジェクト管理
データ評価結果

※ 廃棄物量は無次元化した解体撤去物及び二次廃棄物の平均を用いて評価した。

※ 数字が低いほど合理的な評価である。
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表-19 重要度に関するアンケート結果 
 

 
 
 

表-20 プロジェクト管理データへの重要度反映結果 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

A B C D E F G H I J

① 作業人工数 5 5 3 3 5 3 4 3 5 3 3.9 1.06

② 作業者被ばく線量 3 3 2 2 5 4 3 5 4 4 3.5 0.95

③ 作業期間 3 4 5 4 4 4 4 5 4 4 4.1 1.12

④ 放射性廃棄物量 4 2 2 2 4 4 3 5 3 3 3.2 0.87

（5:絶対的に重要、4:かなり重要、3:重要、2:若干重要、1:あまり重要ではない）

プロジェクト
管理データ

職員 アンケート
結果平均

4を基準とす

る割合

アンケート結果より
算出した重要度

1.06

0.95

1.12

0.88

作業期間

全プロジェクト管理
データ評価結果

作業者被ばく線量

作業人工数

プロジェクト
管理データ

シナリオⅠ
（原位置解体）

シナリオⅡ
（移動解体）

シナリオⅢ
（原位置&移動解体）

0.99

0.95 1.06 1.00

0.95 0.44 0.53

※ 数字が低いほど合理的な評価である。

3.54 3.50 3.39

放射性廃棄物量 0.79 0.88 0.88

0.85 1.12
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図-1 炉浄化系設備系統構成図 
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図-2 設備・機器配置図 
 

ハッチ

原子炉補助建屋地下1階

炉浄化系設備

スラッジタンク

ブースターポンプ

充填ポンプ

熱交換器

熱交換器室前壁

ブースターポンプ室前壁
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図-3 解体撤去範囲の機器・配管表面線量マップ 
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図-4 作業エリア区分 
 
 
 
 

充填ポンプA

充填ポンプB

ブースターポンプ

非再生熱交換器①
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領域C

領域E

領域D
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領域B

ABCD領域：0.003mSv/h

原子炉補助建屋地下1階

スラッジタンク

再生熱交換器
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図-5 作業エリア細分化マップ（領域 A） 
 
 
 
 
 

 

非再生熱交換器②

再生熱交換器

非再生熱交換器①

Ⅰ

0.030

0.030
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0.140

Ⅱ

0.004

0.012

領域Bへ 領域Cへ

領域A

Ⅱ：0.006mSv/h
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　0.006

0.025

0.040
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図-6 作業エリア細分化マップ（領域 A+） 
 
 
 
 

領域A+

Ⅰ：0.275 mSv/h

Ⅳ：0.006 mSv/h

Ⅲ：0.018 mSv/h

Ⅱ：0.097 mSv/h

(t=30mm)

(t=28mm)

(t=40mm)

(t=14mm)

(t=14mm)

非再生熱交換器②

再生熱交換器

非再生熱交換器①
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0.012
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Ⅳ
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図-7 作業エリア細分化マップ（領域 A++） 
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図-8 作業エリア細分化マップ（領域 A+++） 
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図-9 作業エリア細分化マップ（領域 B） 
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図-10 作業エリア細分化マップ（領域 C） 
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図-11 作業エリア細分化マップ（領域 D） 
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図-12 作業エリア細分化マップ（領域 E,E+,E++） 

領域E

Ⅱ：0.001mSv/h

Ⅰ：非再生熱交換器②　0.075mSv/h
　　非再生熱交換器①　0.075mSv/h
　　再生熱交換器　　 0.020mSv/h

作業ハウスⅠ Ⅱ

領域E+

Ⅱ：0.001mSv/h

Ⅰ：非再生熱交換器②　0.120mSv/h
　　非再生熱交換器①　0.120mSv/h
　　再生熱交換器　　 0.030mSv/h

作業ハウスⅠ Ⅱ

0.030→0.120(非再生熱交換器②水室内部)
0.030→0.120(非再生熱交換器①水室内部)
0.010→0.030(再生熱交換器水室内部)

領域E++

Ⅱ：0.001mSv/h

Ⅰ：非再生熱交換器②　0.441mSv/h
　　非再生熱交換器①　0.123mSv/h
　　再生熱交換器　　 0.023mSv/h

作業ハウスⅠ Ⅱ
0.120(非再生熱交換器②)
0.120(非再生熱交換器①)
0.030(再生熱交換器)

0.600→1.200
(非再生熱交換器B：スポット内部)

0.350→0.700(非再生熱交換器②内部)
0.140→0.280(非再生熱交換器①内部)
0.015→0.045(再生熱交換器内部)

0.040→0.080(非再生熱交換器②内部)
0.025→0.050(非再生熱交換器①内部)
0.006→0.018(再生熱交換器内部)

0.120(非再生熱交換器②)
0.120(非再生熱交換器①)
0.030(再生熱交換器)
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図-13 作業エリア面積 
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図-14 プロジェクト管理データ重要度反映前後の比較 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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